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は
じ
め
に

　

菅
原
道
真
の
伝
記
と
し
て
定
評
が
あ
る
の
は
、
坂
本
太
郎
の
人
物
叢
書
本
で
あ

ろ
う
。
そ
の
他
に
も
い
く
つ
か
公
刊
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
多
く
は
叢
書
の

一
冊
で
あ
っ
て
、
詳
細
な
伝
記
と
は
い
い
が
た
い
面
が
あ
る
し
、
取
り
あ
げ
ら
れ

て
い
な
い
資
料
も
多
い
。
道
真
に
は
、『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
と
い
う
別
集

も
残
り
、
当
時
の
詩
人
と
し
て
は
他
を
圧
し
て
資
料
に
恵
ま
れ
て
い
る
に
も
拘
わ

ら
ず
、
本
格
的
な
道
真
伝
は
、
い
ま
だ
書
か
れ
て
い
な
い
と
い
っ
て
い
い
で
あ
ろ

う
。

　

本
稿
は
、
道
真
の
同
僚
を
考
証
す
る
。
こ
れ
も
道
真
伝
の
一
環
と
し
て
、
道
真

の
交
流
を
探
る
た
め
の
作
業
で
あ
る
。

　

道
真
の
交
流
で
あ
れ
ば
、『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
に
見
ら
れ
る
人
物
を
手

掛
か
り
と
す
る
の
が
常
道
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
既
に
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
も

見
ら
れ
る
の 
で 
、
今
ま
で
あ
ま
り
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
同
僚
に
注
目
す
る
。
同
僚

（
1
）

と
い
う
関
係
は
、
道
真
の
公
生
活
に
お
け
る
交
流
を
探
る
た
め
に
は
必
要
な
も
の

で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
一
時
期
同
僚
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
ど
れ
程
の
交
流
が
あ
っ

た
の
か
疑
問
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
官
司
の
一
体
性
・
共
同
性
を
考
慮
す
る
こ
と

も
必
要
で
あ
ろ
う
。
吉
川
真
司
は
、
政
務
と
食
事
の
関
係
を
論
じ
て
「
緊
張
し
た

政
務
の
後
に
、
や
や
う
ち
と
け
た
雰
囲
気
で
食
事
が
行
な
わ
れ
る
。
食
事
の
際
に

は
軽
い
言
談
も
許
さ
れ
て
い
た
と
い
い
、
こ
う
し
た
中
で
官
司
の
共
同
性
、
人
的

一
体
性
が
保
た
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
、
さ
ら
に
こ
れ
は
、「
太

政
官
以
外
の
諸
司
で
も
基
本
的
に
は
同
様
で
あ
ろ
う
」
と
推
測
す 
る 
。
ま
た
、「
公

（
2
）

卿
着
座
」
に
触
れ
て
、

公
卿
が
着
く
の
は
太
政
官
庁
・
外
記
庁
の
座
で
あ
る
が
、
…
…
弁
・
史
は
結

政
所
の
座
に
着
く
の
で
あ
る
が
、
式
部
官
人
の
場
合
は
式
部
省
の
曹
司
の
座

で
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
時
の
吉
凶
や
先
例
が
問
題
に
さ
れ
、
着

座
後
し
ば
ら
く
は
身
を
慎
ま
ね
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
こ
の
儀
は
き
わ
め
て
重

視
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
最
初
が
肝
心
と
い
っ
た
単
純
な
理
由
か
ら
だ
け
で

　
　
　
　

道
真
の
同
僚
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旨

菅
原
道
真
の
官
歴
を
辿
り
な
が
ら
、
そ
の
時
々
の
同
僚
を
考
証
し
た
。
道
真
の
公
生
活

に
お
け
る
交
流
を
知
る
た
め
で
あ
り
、
今
後
の
道
真
伝
研
究
へ
の
一
階
梯
と
な
す
た
め

で
あ
る
。
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は
な
く
、
官
司
の
一
員
と
な
る
（
ま
た
は
官
司
で
の
地
位
が
変
わ
る
）
と
い

う
こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
官
司
の
下
級
官
に
饗
・

禄
が
ふ
る
ま
わ
れ
る
の
も
、
同
じ
理
由
に
も
と
づ
く
も
の
と
言
え
る
。
日
本

古
代
の
官
司
は
我
々
の
想
像
以
上
に
人
間
の
集
団
と
い
う
性
格
が
強
く
、
そ

こ
で
の
位
置
を
認
め
ら
れ
る
手
続
き
こ
そ
着
座
と
饗
禄
だ
っ
た
の
か
も
知
れ

な
い
。　

と
述
べ 
る 
。

（
3
） 

　

吉
川
が
い
う
よ
う
に
、
諸
司
に
お
い
て
も
、
共
同
性
・
人
的
一
体
性
が
保
た
れ

る
儀
式
が
行
わ
れ
た
と
す
れ
ば
、
同
僚
の
存
在
は
、
や
は
り
公
的
生
活
に
お
け
る

道
真
の
交
流
の
中
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
い
え
よ
う
。

　

以
下
、
道
真
の
官
歴
を
た
ど
り
つ
つ
、
同
僚
を
考
証
し
て
い
く
。
参
議
以
上
の

議
政
官
と
な
っ
た
場
合
に
は
『
公
卿
補
任
』
が
存
す
る
の
で
把
握
し
や
す
い
が
、

そ
の
他
の
官
職
の
場
合
は
、
い
く
つ
か
の
補
任
の
刊
行
を
見
る
も
の
の
、
た
や
す

く
一
覧
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
従
っ
て
本
稿
で
は
、
議
政
官
に
つ
い
て
は
『
公
卿

補
任
』
に
基
づ
き
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
や
や
詳
し
く
考
証
を
行
っ
た
。
ま
た
、

稿
末
に
は
、
索
引
も
兼
ね
て
、
同
僚
一
覧
を
付
し
た
。

　

道
真
の
官
歴
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
正
史
・『
公
卿
補
任
』・『
政
事
要
略
』

（
巻
二
十
二
・
年
中
行
事
八
月
上
・
北
野
天
神
会
）
所
引
道
真
伝
、『
北
野
天
神

御
伝
』
に
基
づ
く
。
疑
義
が
あ
る
場
合
に
の
み
出
典
を
記
す
が
、
そ
れ
以
外
は
煩

雑
な
の
で
省
略
す
る
。
な
お
、
就
任
年
・
離
任
年
に
つ
い
て
は
、
資
料
に
明
記
さ

れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
「
任
」「
及
第
」「
去
」
等
と
記
し
た
。「
見
」
は
、
そ
の

官
職
で
資
料
に
見
え
る
場
合
で
あ
る
。
離
任
日
の
多
く
は
明
確
で
は
な
い
が
、
次

の
官
職
に
就
任
し
た
日
付
、
あ
る
い
は
後
任
者
の
就
任
日
に
よ
っ
て
記
し
た
。
離

任
年
月
に
「
去
」
等
を
記
さ
な
い
の
が
そ
の
例
で
あ
る
。
な
お
、
同
僚
で
あ
る
か

否
か
判
断
で
き
な
い
場
合
は
、「
？
」
を
付
し
た
。

　

引
用
資
料
に
つ
い
て
は
、『
続
日
本
後
紀
』
↓
『
続
紀
』、『
日
本
文
徳
天
皇
実

録
』
↓
『
文
徳
』、『
日
本
三
代
実
録
』
↓
『
三
代
』、『
日
本
紀
略
』
↓
『
紀
略
』

な
ど
と
適
宜
略
記
し
た
。『
公
卿
補
任
』
を
始
め
と
し
た
補
任
は
、『
公
卿
』
な
ど

と
「
補
任
」
を
省
略
し
て
示
し
た
。

　
　
　
　

同
僚
考
証

○
文
章
生
（
貞
観
４
・
５
・　

及
第
〜
同
９
）

１７

〔
同
僚
〕

文
章
博
士　

菅
原
是
善
（
承
和　

・
３
・
５
任
〜
貞
観
９
・
２
・　

）

12

11

　
　
　
　
　

巨
勢
文
雄
（
貞
観
９
・
２
・　

任
〜
元
慶
１
・
４
・　

以
前
）

11

26

　
　
　
　
　

橘
広
相
（
貞
観
９
・
２
・　

任
〜
同　

・
２
・
１
）

11

11

文
章
生　
　

橘
広
相
（
貞
観
２
・
４
・　

及
第
〜
同
６
・
８
・
８
対
策
及
第
）

26

　
　
　
　
　

都
良
香
（
貞
観
２
・
４
・　

及
第
〜
同　

以
前
得
業
生
）

26

10

　
　
　
　
　

高
階
令
範
（
貞
観
２
・
４
・　

及
第
〜
同　

・
１
・
７
以
前
）

26

11

　
　
　
　
　

藤
原
淵
名
（
貞
観
２
・
４
・　

及
第
）

26

　
　
　
　
　

味
酒
文
宗
（
貞
観
３
見
〜
元
慶
４
・
１
・　

以
前
）

11

　
　
　
　
　

有
名
王
？
（
貞
観
４
以
前
〜
元
慶
８
・
２
・　

以
前
）

23

　
　
　
　
　

坂
上
斯
文
？
（
貞
観
４
以
前
〜
同
４
・
７
・　

以
前
）

28
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〔
考
証
〕

文
章
博
士　

菅
原
是
善
は
、
承
和
十
二
年
三
月
五
日
に
任
文
章
博
士
（『
続
紀
』）。

貞
観
九
年
二
月
十
一
日
に
巨
勢
文
雄
と
橘
広
相
が
文
章
博
士
に
任
じ
ら
れ
て
お
り

（『
三
代
』）、
是
善
は
こ
こ
で
離
任
し
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
広
相
は
道
真
と

同
じ
文
章
生
と
し
て
過
ご
し
た
後
、
博
士
と
し
て
道
真
の
前
に
現
れ
る
こ
と
に
な

る
。
巨
勢
文
雄
は
、
元
慶
元
年
四
月
二
十
六
日
に
は
「
従
五
位
上
守
左
少
弁
巨
勢

朝
臣
文
雄
」（『
三
代
』）
と
し
て
見
え
る
。
同
年
四
月
一
日
に
は
文
章
博
士
と
し

て
見
え
、
同
年
十
月
十
八
日
に
は
道
真
が
文
章
博
士
に
任
じ
ら
れ
る
の
で
、
四
月

二
十
六
日
以
前
に
は
博
士
を
離
れ
て
い
た
か
。
文
雄
と
同
日
に
文
章
博
士
に
任
じ

ら
れ
た
博
覧
（
広
相
）
は
、
貞
観
十
一
年
二
月
一
日
に
東
宮
学
士
に
任
じ
ら
れ

（『
三
代
』）、
文
章
博
士
を
離
れ
た
。
貞
観
十
七
年
二
月
二
十
七
日
に
都
良
香
が
文

章
博
士
に
任
じ
ら
れ
る
ま
で
（
同
前
）、
文
雄
は
一
人
の
文
章
博
士
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

文
章
生　

文
章
生
に
つ
い
て
は
、
古
藤
真
平
に
詳
し 
い 
。
古
藤
論
を
参
照
し
つ
つ

（
4
）

述
べ
る
。
大
江
匡
衡
「
請
重
蒙
天
裁
弁
定
大
内
記
紀
斉
名
称
有
病
累
瑕
瑾
所
難
学

生
大
江
時
棟
奉
試
詩
状
」（『
本
朝
文
粋
』
巻
七
・　

）
は
、「
聴
古
楽
」（
題
者
大

178

江
音
人
）
の
題
で
試
を
奉
じ
及
第
し
た
も
の
と
し
て
、
都
良
香
、
高
階
令
範
、
藤

原
淵
名
の
三
人
を
上
げ
る
。
こ
の
内
、
良
香
に
つ
い
て
は
、『
古
今
和
歌
集
目
録
』

に
よ
っ
て
、
貞
観
二
年
四
月
二
十
六
日
及
第
と
判
明
す
る
。
従
っ
て
、
他
の
二
人

も
同
日
及
第
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
橘
広
相
は
、『
公
卿
』
元
慶
八
年
に
よ
れ
ば
、

「
貞
観
二
四
―
文
章
生
（
字
朝
綾
）」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
も
同
日
の
及
第
と
認
め

ら
れ
る
。
文
章
生
を
終
え
た
時
期
は
何
れ
も
不
明
確
で
あ
る
。
橘
広
相
は
、
前
掲

『
公
卿
』
に
「（
貞
観
六
）
八
月
八
対
策
及
第
」
と
見
え
、
こ
れ
以
前
に
文
章
得

業
生
と
な
っ
て
い
る
。
都
良
香
は
、
某
年
五
月
十
六
日
に
安
芸
権
少
目
、
貞
観
十

年
正
月
十
六
日
に
播
磨
権
大
目
（『
古
今
和
歌
集
目
録
』）
で
、
こ
れ
ら
は
文
章
得

業
生
の
兼
国
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
以
前
に
文
章
得
業
生
と
な
っ
て
い
た
と
推
測

さ
れ
る
。
恐
ら
く
は
貞
観
七
、
八
年
頃
に
得
業
生
と
な
っ
た 
か 
。
令
範
は
、
貞
観

（
5
）

十
一
年
正
月
七
日
に
「
式
部
大
丞
高
階
真
人
令
範
」（『
三
代
』）
と
見
え
、
こ
れ

以
前
に
は
文
章
生
を
終
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
淵
名
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
外

に
資
料
が
管
見
に
入
ら
な
い
。
味
酒
文
宗
は
、
貞
観
三
年
九
月
二
十
六
日
に
文
章

生
と
し
て
見
え
（
同
前
）、
元
慶
四
年
正
月
十
一
日
に
少
外
記
に
任
じ
ら
れ
て
い

る
（『
外
記
』）。
こ
れ
以
前
に
文
章
生
か
ら
離
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
有
名
王
、
坂

上
斯
文
は
、
前
掲
大
江
匡
衡
奏
状
に
よ
っ
て
「
連
理
樹
」
の
題
で
試
を
奉
じ
及
第

し
て
い
る
。
但
し
及
第
の
年
次
は
未
詳
。
有
名
王
は
、
元
慶
八
年
二
月
二
十
三
日

に
「
散
位
正
六
位
上
有
名
王
、
…
…
並
び
に
従
五
位
下
」（『
三
代
』）
と
見
え
る

の
が
正
史
に
現
れ
る
最
初
。
こ
れ
以
前
に
文
章
生
か
ら
離
れ
た
。
斯
文
は
、
貞
観

四
年
七
月
二
十
八
日
に
「
左
京
人
前
越
後
介
外
従
五
位
下
坂
上
伊
美
吉
能
文
・
大

学
少
允
従
六
位
上
坂
上
伊
美
吉
斯
文
等
九
人
、
姓
坂
上
宿
祢
を
賜
ふ
」（
同
前
）

と
見
え
る
の
が
初
見
。
こ
れ
以
前
に
文
章
生
か
ら
離
れ
た
。
有
名
は
斯
文
と
同
時

の
及
第
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
以
前
に
文
章
生
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
貞

観
四
年
時
点
で
有
名
も
文
章
生
で
あ
っ
た
か
否
か
は
厳
密
に
は
未
詳
。

○
文
章
得
業
生
（
貞
観
９
転
〜
貞
観　

・
３
・　

対
策
、
５
・　

及
第
）

１２

２３

１７

道
真
は
、
貞
観
九
年
に
文
章
得
業
生
に
転
ず
。
な
お
『
公
卿
』
に
よ
れ
ば
、
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「（
貞
観
九
年
）
二
月
廿
九
下
野
権
掾
に
任
ず
（
文
章
得
業
生
）」
と
あ
っ
て
、

二
月
二
十
九
日
に
は
既
に
得
業
生
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
但
し
、『
政
事

要
略
』
所
引
道
真
伝
で
は
、
貞
観
八
年
五
月
七
日
と
す
る
。
道
真
の
対
策
は

貞
観
十
二
年
三
月
二
十
三
日
、
及
第
は
五
月
十
七
日
で
、
問
者
は
都
良
香

（『
菅
家
文
草
』
巻
八
・
省
試
対
策
文
二
条
割
注
）。

〔
同
僚
〕

文
章
博
士　
　

巨
勢
文
雄
（
貞
観
９
・
２
・　

任
〜
元
慶
１
・
４
・　

以
前
）

11

26

　
　
　
　
　
　

橘
広
相
（
貞
観
９
・
２
・　

任
〜
同　

・
２
・
１
）

11

11

文
章
得
業
生　

安
倍
興
行
？
（
貞
観
７
・
１
以
前
〜
貞
観　

・
１
・
７
以
前
）

11

　
　
　
　
　
　

都
良
香
（
貞
観　

以
前
〜
貞
観　

・
６
・　

対
策
及
第
）

10

11

19

　
　
　
　
　
　

藤
原
佐
世
？
（
貞
観　

・
５
・　

見
）

14

23

〔
考
証
〕

文
章
博
士　

道
真
得
業
生
時
代
の
文
章
博
士
は
、
文
章
生
時
代
か
ら
引
き
続
き
、

巨
勢
文
雄
、
橘
広
相
で
あ
り
、
前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
貞
観
十
一
年
二
月
一
日

に
広
相
が
東
宮
学
士
に
任
じ
ら
れ
て
以
後
は
文
雄
の
み
が
文
章
博
士
で
あ
っ
た
。

文
章
得
業
生　

道
真
が
得
業
生
に
な
る
前
後
の
文
章
得
業
生
を
調
査
す
る
と
、
古

藤
一
覧
に
よ
れ
ば
、
貞
観
五
年
七
月
二
十
二
日
以
前
に
御
船
助
道
が
得
業
生
と
な
っ

て
い
る
（『
二
中
歴
』
第
十
二
）。
助
道
は
、
貞
観
五
年
八
月
九
日
に
「
散
位
従
七

位
上
船
連
助
道
等
男
女
六
人
。
姓
菅
野
朝
臣
を
賜
ふ
」（『
三
代
』）
と
し
て
見
え
、

ま
た
、
貞
観
六
年
正
月
十
六
日
に
任
少
外
記
（
尊
経
閣
文
庫
本
『
外
記
補
任 
』 ）。

（
6
）

従
っ
て
、
道
真
と
同
時
期
の
得
業
生
で
は
な
い
。
大
中
臣
国
雄
は
、
貞
観
八
年
正

月
七
日
に
「
文
章
得
業
生
大
中
臣
朝
国
雄
」（『
三
代
』）
と
既
に
文
章
得
業
生
と

し
て
見
え
る
。
国
雄
は
、
貞
観
八
年
七
月
十
四
日
に
は
「
散
位
従
五
位
下
大
中
臣

朝
臣
国
雄
」（
同
前
）
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
以
前
に
得
業
生
か
ら
離
れ
て
お
り
、

道
真
と
同
時
期
で
は
な
い
。
安
倍
興
行
は
、
父
安
仁
の
薨
伝
に
「
興
行
始
め
て
秀

才
に
挙
げ
ら
れ
、
対
策
及
第
」（『
三
代
』
貞
観
元
年
四
月
二
十
三
日
条
）
と
秀
才

＝
文
章
得
業
生
で
あ
り
対
策
及
第
し
た
こ
と
が
見
え
る
。
興
行
は
貞
観
十
一
年
正

月
七
日
に
は
、
既
に
大
内
記
と
し
て
見
え
る
か
ら
（『
三
代
』）、
こ
れ
以
前
に
対

策
及
第
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
道
真
に
「
会
安
秀
才
餞
舎
兄
防
州
〈
探
得
隅

字
〉」（『
菅
家
文
草
』
巻
一
・　

）
の
作
が
あ
る
。
こ
の
安
氏
は
安
倍
氏
と
推
測

18

さ
れ
る
が
、
先
に
触
れ
た
安
仁
薨
伝
に
「
子
男
八
人
有
り
。
貞
行
・
宗
行
・
清

行
・
興
行
」
と
あ
る
、
貞
行
・
宗
行
・
清
行
の
何
れ
か
で
あ
ろ
う
。
貞
観
七
年
正

月
二
十
七
日
に
、
勘
解
由
次
官
で
あ
っ
た
宗
行
は
周
防
守
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
（『
三

代
』）。
ま
た
、
清
行
も
貞
観
十
三
年
正
月
二
十
九
日
に
周
防
守
に
任
じ
ら
れ
て
い

る
（『
古
今
和
歌
集
目
録
』）。「
安
秀
才
」
と
あ
る
以
上
文
章
得
業
生
で
あ
り
、
安

仁
薨
伝
で
は
興
行
が
初
め
て
秀
才
と
な
っ
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
こ
こ
は
興
行
で

あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
興
行
は
貞
観
十
一
年
正
月
七
日
に
大
内
記
で
あ
っ
た
わ
け

だ
か
ら
、
こ
こ
に
見
え
る
舎
兄
は
貞
観
七
年
に
周
防
守
に
任
じ
ら
れ
た
宗
行
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
貞
観
七
年
正
月
時
点
で
興
行
は
文
章
得
業
生
で
あ
っ

た
こ
と
に
な
る
。
文
章
得
業
生
の
定
員
は
二
名
だ
か
ら
、
恐
ら
く
先
の
国
雄
と
と

も
に
得
業
生
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
興
行
が
い
つ
対
策
及
第
し
た
か
は
明
ら

か
に
し
得
な
い
が
、
前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
貞
観
十
年
以
前
に
都
良
香
が
得
業

生
、
良
香
の
対
策
及
第
が
貞
観
十
一
年
六
月
十
九
日
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
道
真

自
身
の
転
得
業
生
が
貞
観
九
年
で
あ
る
こ
と
も
勘
案
す
れ
ば
、
得
業
生
の
定
員
は
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二
名
な
の
だ
か
ら
、
少
な
く
と
も
貞
観
十
年
〜
貞
観
十
一
年
六
月
十
九
日
の
間
は
、

良
香
と
道
真
が
得
業
生
で
あ
る
。
興
行
の
対
策
及
第
後
、
良
香
あ
る
い
は
道
真
が

文
章
得
業
生
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
道
真
の
転
得
業
生
が
『
政
事
要
略
』
所
引

道
真
伝
の
ご
と
く
、
貞
観
八
年
五
月
七
日
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
道
真
は
興
行
と
同

時
に
得
業
生
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
（
そ
の
場
合
、
良
香
は
興
行
及
第
後
に
得

業
生
に
転
じ
た
こ
と
に
な
る
）。
貞
観
十
四
年
五
月
二
十
三
日
に
、
文
章
得
業
生

藤
原
佐
世
が
見
え
て
い
る
（『
三
代
』）。
道
真
の
後
と
も
良
香
の
後
と
も
い
ず
れ

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
良
香
の
後
と
す
れ
ば
道
真
と
同
時
期
の
得
業
生
と
な
る
。

○
下
野
権
少
掾
（
貞
観
９
・
２
・　

任
〜
同　

・
５
？
）

２９

１２

得
業
生
の
兼
国
で
あ
ろ
う
か
ら
、
対
策
及
第
す
る
貞
観
十
二
年
五
月
ま
で
か
。

但
し
、
こ
の
時
期
の
下
野
守
・
介
等
は
未
詳
。

○
玄
蕃
助
（
貞
観　

・
２
・　

任
〜
同　

・
３
・
２
）

１３

２９

１３

貞
観
十
三
年
正
月
二
十
九
日
に
文
章
得
業
生
の
労
に
て
玄
蕃
助
に
任
じ
ら
れ

る
（『
公
卿
』）。
但
し
、『
政
事
要
略
』
所
引
道
真
伝
、『
北
野
天
神
御
伝
』

で
は
、
二
月
と
あ
っ
て
齟
齬
す
る
。『
日
本
三
代
実
録
』
に
よ
れ
ば
、
二
月

二
十
九
日
に
除
目
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
後
者
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
同

年
三
月
二
日
に
少
内
記
に
任
じ
ら
れ
る
ま
で
の
わ
ず
か
な
期
間
と
な
る
か
。

〔
同
僚
〕

玄
蕃
頭　

弘
道
王
（
貞
観　

・
２
・　

任
〜
同　

・
８
・　

見
）

12

14

16

13

〔
考
証
〕

弘
道
王
が
、
貞
観
十
二
年
二
月
十
四
日
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
（『
三
代
』）。
弘
道

は
、
貞
観
十
六
年
八
月
十
三
日
に
も
玄
蕃
頭
と
し
て
見
え
る
（
同
前
）。
な
お
、

他
の
同
僚
は
未
詳
。

○
少
内
記
（
貞
観　

・
３
・
２
任
〜
同　

・
１
・　

）

１３

１６

１５

〔
同
僚
〕

大
内
記　

安
倍
興
行
？
（
貞
観　

・
１
・
７
見
〜
同　

・　

・
５
以
前
）

11

13

10

　
　
　
　

大
江
公
幹
（
貞
観　

・
５
・　

見
）

14

25

　
　
　
　

都
良
香
（
貞
観　

・
１
・　

任
〜
同　

・
２
・　

見
）

15

13

17

27

少
内
記　

都
良
香
（
貞
観　

・
２
・　

任
〜
同　

・
１
・　

以
前
）

12

21

15

13

　
　
　
　

惟
良
高
尚
？
（
貞
観　

・
４
・　

見
）

17

28

〔
考
証
〕

大
内
記　

貞
観
十
一
年
正
月
七
日
に
安
倍
興
行
が
見
え
る
（『
三
代
』）。
興
行
は
、

同
十
二
年
十
二
月
十
七
日
に
も
大
内
記
と
し
て
見
え
る
（
同
前
）。
貞
観
十
三
年

十
月
五
日
に
は
既
に
勘
解
由
次
官
で
あ
り
（
同
前
）、
こ
れ
以
前
に
大
内
記
か
ら

離
れ
て
い
た
。
興
行
に
続
い
て
見
え
る
大
内
記
は
、
貞
観
十
四
年
五
月
二
十
五
日

に
「
従
六
位
下
守
大
内
記
大
江
朝
臣
公
幹
を
鴻
臚
館
に
遣
は
し
て
、
勅
書
を
賜
ふ
」

（
同
前
）
と
、
大
江
公
幹
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
興
行
の
後
任
が
公
幹
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
が
、
交
替
時
期
は
定
か
に
し
が
た
い
。
あ
る
い
は
興
行
は
道
真
の
任
少
内

記
時
に
は
離
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
後
、
都
良
香
が
貞
観
十
五
年
正
月

十
三
日
に
「
従
五
位
下
行
少
内
記
都
宿
祢
良
香
を
以
て
大
内
記
と
為
す
」（
同
前
）

と
、
少
内
記
か
ら
昇
進
し
て
い
る
。
良
香
は
、
貞
観
十
七
年
二
月
二
十
七
日
に
も
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大
内
記
と
し
て
見
え
（
同
前
）、
少
内
記
時
代
の
道
真
の
最
後
の
上
司
で
あ
っ
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
。

少
内
記　
『
古
今
和
歌
集
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
都
良
香
が
、
貞
観
十
二
年
二
月
二

十
一
日
に
任
少
内
記
で
あ
る
。
良
香
の
次
に
見
え
る
少
内
記
は
、
貞
観
十
七
年
四

月
二
十
八
日
に
「
少
内
記
正
七
位
下
惟
良
宿
祢
高
尚
を
都
講
と
為
す
」（『
三
代
』）

と
見
え
る
惟
良
高
尚
で
あ
る
。
高
尚
が
資
料
に
見
え
る
の
も
こ
れ
が
最
初
で
、
良

香
の
後
任
か
道
真
の
後
任
か
は
未
詳
。
良
香
の
後
任
で
あ
れ
ば
、
一
時
期
道
真
の

同
僚
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

○
存
問
渤
海
客
（
貞
観　

・
１
・
６
任
〜
同　

・
１
・　

去
）

１４

１４

２６

貞
観
十
四
年
正
月
六
日
、
存
問
渤
海
客
使
を
兼
ね
る
が
、
同
正
月
二
十
六
日
、

母
の
憂
に
よ
っ
て
離
れ
る
。

〔
同
僚
〕

存
問
渤
海
客　

美
奴
清
名
（
貞
観　

・
１
・
６
任
）

14

通
事　
　
　
　

春
日
宅
成
（
貞
観　

・
１
・
６
任
）

14

〔
考
証
〕

『
三
代
』
貞
観
十
四
年
正
月
六
日
条
に
「
正
六
位
上
行
少
内
記
菅
原
朝
臣
道
真
・

従
六
位
下
行
直
講
美
奴
連
清
名
を
以
て
存
問
渤
海
客
使
と
為
す
。
園
池
正
正
六
位

上
春
日
朝
臣
宅
成
を
通
事
と
為
す
」
と
見
え
る
。

○
兵
部
少
輔
（
貞
観　

・
１
・　

任
〜
同　

・
２
・　

）

１６

１５

１６

２９

〔
同
僚
〕

兵
部
卿　
　

本
康
親
王
（
貞
観
５
・
２
・
７
任
〜
元
慶
８
・
３
・
９
）

兵
部
大
輔　

藤
原
諸
葛
（
貞
観　

・
３
・　

任
〜
同　

・
９
見
）

13

11

17

〔
考
証
〕

兵
部
卿　

本
康
親
王
は
、
貞
観
五
年
二
月
七
日
に
「
四
品
弾
正
尹
本
康
親
王
を
兵

部
卿
と
為
す
」（『
三
代
』）
と
兵
部
卿
に
任
じ
ら
れ
、
貞
観
十
六
年
八
月
二
十
一

日
段
階
で
も
兵
部
卿
と
し
て
見
え
る
（
同
前
）。
元
慶
八
年
三
月
九
日
に
「
二
品

行
兵
部
卿
本
康
親
王
を
式
部
卿
と
為
す
。
…
…
四
品
守
弾
正
尹
兼
行
上
野
太
守
惟

恒
親
王
を
兵
部
卿
と
為
す
。
上
野
太
守
故
の
如
し
」（
同
前
）
と
あ
っ
て
、
こ
の

時
ま
で
本
康
は
兵
部
卿
で
あ
っ
た
。

兵
部
大
輔　
『
公
卿
』
元
慶
三
年
に
よ
れ
ば
、
藤
原
諸
葛
が
貞
観
十
三
年
三
月
十

一
日
に
任
兵
部
大
輔
で
あ
る
。
ま
た
『
職
事
』
に
よ
れ
ば
、
大
輔
の
ま
ま
、
貞
観

十
七
年
九
月
に
蔵
人
頭
に
補
さ
れ
て
お
り
、
道
真
が
少
輔
に
任
じ
ら
れ
た
時
点
で

は
、
諸
葛
が
大
輔
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
少
輔
と
し
て
は
、
貞
観
十
四
年
五
月
二
十
四
日
条
に
高
階
令
範
が
見
え
、

元
慶
二
年
八
月
二
十
日
に
平
季
長
が
見
え
る
（『
三
代
』）。
令
範
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
以
後
正
史
に
記
録
が
見
え
な
い
。
季
長
は
、
貞
観
十
四
年
四
月
十
六
日
に
「
正

六
位
上
行
式
部
少
丞
平
朝
臣
季
長
」（
同
前
）
と
式
部
少
丞
で
あ
る
こ
と
が
見
え

る
。
恐
ら
く
、
令
範
の
後
任
と
し
て
道
真
が
任
じ
ら
れ
、
そ
の
後
、
季
長
に
替
わ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

○
民
部
少
輔
（
貞
観　

・
２
・　

任
〜
同　

・
１
・　

）

１６

２９

１９

１５

〔
同
僚
〕
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民
部
卿　
　

南
淵
年
名
（
貞
観
９
・
１
・　

任
〜
同　

・
３
辞
）

12

16

　
　
　
　
　

藤
原
冬
緒
（
貞
観　

・
３
任
〜
元
慶
８
・
３
・
９
）

16

民
部
大
輔　

潔
世
王
（
貞
観　

・
７
・
３
見
）

17

　
　
　
　
　

藤
原
保
則
（
貞
観　

・
２
・　

任
〜
同　

・
１
・　

）

18

15

19

15

民
部
大
丞　

藤
原
貞
則
（
貞
観　

・
１
・
３
見
）

19

　
　
　
　
　

藤
原
佐
世
？
（
元
慶
１
・　

・　

見
）

11

21

〔
考
証
〕

民
部
卿　

南
淵
年
名
は
貞
観
九
年
正
月
十
二
日
に
民
部
卿
に
任
じ
ら
れ
（『
三
代
』）、

貞
観
十
六
年
三
月
に
民
部
卿
を
辞
す
（『
公
卿
』
貞
観
十
六
年
）。
後
任
は
藤
原
冬

緒
で
、
同
月
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
（『
公
卿
』
貞
観
十
六
年
）。
冬
緒
は
元
慶
八
年

三
月
九
日
に
弾
正
尹
を
兼
ね
、
民
部
卿
を
在
原
行
平
に
譲
る
ま
で
そ
の
任
に
あ
っ

た
（『
三
代
』、『
公
卿
』
元
慶
八
年
）。
年
名
、
冬
緒
が
道
真
の
上
司
で
あ
っ
た
こ

と
に
な
る
。

民
部
大
輔　

潔
世
王
が
貞
観
十
七
年
七
月
三
日
に
見
え
る（『
三
代
』）。
潔
世
王
は
、

貞
観
十
一
年
三
月
四
日
に
は
大
学
頭
と
し
て
見
え
る
（
同
前
）。
民
部
大
輔
就
任

時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
貞
観
十
三
年
十
月
五
日
条
に
は
「
大
学
頭
従
五
位
上
兼

行
文
章
博
士
巨
勢
朝
臣
文
雄
」（
同
前
）
と
巨
勢
文
雄
が
大
学
頭
と
し
て
見
え
る

の
で
、
こ
れ
以
前
に
大
学
頭
か
ら
民
部
大
輔
に
交
替
し
て
い
た
か
。
従
っ
て
、
潔

世
王
が
ま
ず
は
道
真
の
少
輔
時
代
の
大
輔
と
考
え
ら
れ
る
。
続
い
て
、
藤
原
保
則

が
貞
観
十
八
年
二
月
十
五
日
に
民
部
大
輔
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
（『
公
卿
』
寛
平

四
年
）。
潔
世
王
の
後
任
で
あ
ろ
う
。
保
則
は
、
貞
観
十
九
年
正
月
十
五
日
に
右
中

弁
に
任
じ
ら
れ
て
お
り
（
同
前
）、
こ
の
時
、
大
輔
か
ら
離
れ
た
か
。

民
部
大
丞　

道
真
の
少
輔
時
代
近
辺
で
見
え
る
の
は
、
元
慶
元
年
（
貞
観
十
九
年
）

正
月
三
日
の
「
民
部
大
丞
藤
原
朝
臣
貞
則
」（『
三
代
』）、
同
年
十
一
月
二
十
一
の

「
民
部
少
丞
藤
原
朝
臣
佐
世
」（
同
前
）
だ
が
、
佐
世
が
こ
れ
以
前
い
つ
か
ら
少

丞
で
あ
っ
た
か
は
未
詳
。
貞
則
は
道
真
の
部
下
で
あ
っ
た
が
、
佐
世
に
関
し
て
は

不
明
で
あ
る
。

○
式
部
少
輔
（
貞
観　

（
元
慶
１
）・
１
・　

任
〜
仁
和
２
・
１
・　

）

１９

１５

１６

〔
同
僚
〕

式
部
卿　
　

時
康
親
王
（
貞
観　

・　

・　

任
〜
元
慶
８
・
２
・
４
践
祚
）

18

12

26

　
　
　
　
　

本
康
親
王
（
元
慶
８
・
３
・
９
任
〜
延
喜
１
・　

・　

薨
）

12

14

式
部
大
輔　

橘
広
相
（
貞
観　

・
１
・　

任
〜
元
慶
５
・
２
・　

）

19

15

15

　
　
　
　
　

藤
原
春
景
（
元
慶
５
・
４
・
９
見
〜
仁
和
１
・
５
・
１
見
）

式
部
大
丞　

藤
原
保
蔭
？
（
貞
観　

・
１
・
３
見
）

19

　
　
　
　
　

小
野
葛
絃
（
元
慶
１
・　

・　

見
〜
同
２
・
１
・　

）

11

21

11

　
　
　
　
　

平
定
相
（
元
慶
１
・　

・　

見
）

11

21

　
　
　
　
　

藤
原
邦
直
（
元
慶
３
・
１
・
７
見
）

　
　
　
　
　

藤
原
貞
幹
（
元
慶
３
・　

・　

見
）

11

25

　
　
　
　
　

藤
原
継
蔭
（
元
慶
５
・
２
・　

見
）

14

　
　
　
　
　

文
室
長
省
（
元
慶
５
・
２
・　

見
）

14

　
　
　
　
　

上
毛
野
氏
永
（
元
慶
６
・
１
・
７
見
）

　
　
　
　
　

藤
原
当
興
（
元
慶
７
・
１
・
７
見
）

　
　
　
　
　

八
多
常
永
（
元
慶
８
・
２
・　

見
〜
同
８
・
３
・
９
）

23
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坂
上
茂
樹
（
元
慶
８
・
６
・　

見
）

23

　
　
　
　
　

高
階
茂
範
（
元
慶
８
・　

・　

見
〜
仁
和
１
・
１
・　

）

11

25

16

　
　
　
　
　

藤
原
興
範
（
仁
和
１
・
１
・　

任
〜
同
３
・
２
・
２
）

16

　
　
　
　
　

大
江
玉
淵
（
仁
和
２
・
１
・
７
見
〜
同
２
・
１
・　

）
16

式
部
少
丞　

高
階
茂
範
（
元
慶
７
・
１
・
１
見
〜
同
８
・　

・　

以
前
）

11

25

　
　
　
　
　

藤
原
興
範
（
元
慶
７
・
１
・　

任
〜
仁
和
１
・
１
・　

）

11

16

　
　
　
　
　

藤
原
連
永
（
仁
和
１
・
閏
３
・　

見
）

19

式
部
大
録　

大
和
酒
人
宗
雄
（
元
慶
１
・　

・　

見
〜
同
３
・
１
・
７
見
）

12

25

　
　
　
　
　

大
和
宮
雄
（
元
慶
２
・
２
・　

見
）

29

　
　
　
　
　

山
口
岑
世
（
元
慶
７
・
１
・
７
見
）

　
　
　
　
　

香
山
弘
行
？
（
仁
和
２
・
８
・　

見
）

14

式
部
少
録　

時
原
利
行
（
仁
和
１
・　

・　

見
〜
同
３
・
２
・　

見
）

12

10

10

　
　
　
　
　

善
淵
邦
彦
（
仁
和
１
・　

・　

見
〜
同
２
・
５
・　

見
）

12

10

27

〔
考
証
〕

式
部
省
の
補
任
に
つ
い
て
は
、
笠
井
純
一 「
式
部
省
補
任
稿
―
仁
和
三
年
以
前
― 
」 、
（
7
）

小
野
泰
央
「
式
部
省
関
連
資
料
（
一
）
〜 
」 
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
導
か
れ
つ
つ
述

（
8
）

べ
る
。

式
部
卿　

時
康
親
王
（
光
孝
天
皇
）
は
、
貞
観
十
八
年
十
二
月
二
十
六
日
に
式
部

卿
に
任
じ
ら
れ
（『
三
代
』）、
元
慶
八
年
二
月
四
日
に
践
祚
す
る
ま
で
式
部
卿
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
時
康
の
即
位
に
伴
い
、
式
部
卿
は
、
本
康
に
遷
る
。
本
康
は
、

元
慶
八
年
三
月
九
日
に
式
部
卿
（
同
前
）。
以
後
、
道
真
の
讃
岐
赴
任
ま
で
、
本

康
が
式
部
卿
で
あ
る
。

式
部
大
輔　

道
真
が
少
輔
に
任
じ
ら
れ
る
正
月
十
五
日
に
、
父
是
善
が
式
部
大
輔

か
ら
刑
部
卿
に
遷
っ
て
い
る
（『
三
代
』
元
慶
四
年
八
月
三
十
日
、『
公
卿
』
元
慶

元
年
）。
是
善
の
後
任
と
し
て
橘
広
相
が
正
月
十
五
日
に
任
ぜ
ら
れ
る
（『
公
卿
』

元
慶
八
年
）。
す
な
わ
ち
道
真
と
同
時
の
任
で
あ
る
。
広
相
は
、
元
慶
五
年
二
月

十
五
日
に
右
大
弁
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
時
に
大
輔
か
ら
離
れ
た
と
思
し

い
（
同
前
）。
広
相
の
後
任
は
、
藤
原
春
景
で
あ
ろ
う
。『
三
代
』
元
慶
五
年
四
月

九
日
条
に
「
式
部
大
輔
藤
原
朝
臣
春
景
」
と
し
て
見
え
る
。
ま
た
、
仁
和
元
年
五

月
一
日
条
に
も
大
輔
と
し
て
見
え
る
（
同
前
）。

式
部
大
丞　

藤
原
保
蔭
が
貞
観
十
九
年
（
元
慶
元
年
）
正
月
三
日
に
「
式
部
大
丞

藤
原
朝
臣
保
蔭
」（『
三
代
』）
と
見
え
る
が
、
保
蔭
が
正
史
で
見
え
る
の
は
こ
れ

の
み
。
道
真
就
任
ま
で
大
丞
の
ま
ま
で
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
小
野
葛

絃
は
、
元
慶
元
年
十
一
月
二
十
一
日
に
式
部
大
丞
と
し
て
見
え
る
（
同
前
）。
元

慶
二
年
正
月
十
一
日
に
加
賀
介
に
遷
っ
て
お
り
（
同
前
）、
こ
の
時
に
大
丞
は
離

れ
た
と
思
わ
れ
る
。
平
定
相
は
、
元
慶
元
年
十
一
月
二
十
一
日
に
式
部
大
丞
と
し

て
見
え
る
が
（
同
前
）、
翌
年
正
月
十
一
日
に
「
従
五
位
下
平
朝
臣
定
相
を
越
中

介
と
為
す
」（
同
前
）
と
あ
っ
て
、
既
に
式
部
大
丞
を
離
れ
て
い
た
ら
し
い
。
藤

原
邦
直
は
、
元
慶
三
年
正
月
七
日
に
式
部
大
丞
と
し
て
見
え
る
が
（
同
前
）、
仁

和
三
年
五
月
十
三
日
に
は
「
散
位
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
邦
直
を
刑
部
大
輔
と
為
す
」

（
同
前
）
と
、
既
に
式
部
大
丞
を
離
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
藤
原
貞
幹
は
、
元

慶
三
年
十
一
月
二
十
五
日
に
式
部
大
丞
と
し
て
見
え
る
（『
三
代
』）。
元
慶
八
年

十
一
月
二
十
五
日
に
「
散
位
藤
原
朝
臣
貞
幹
等
、
並
び
に
従
五
位
上
」（
同
前
）

と
散
位
と
し
て
登
場
し
、
そ
れ
以
前
に
は
大
丞
を
離
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
藤
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原
継
蔭
は
、
元
慶
五
年
二
月
十
四
日
に
式
部
大
丞
と
し
て
見
え
る
（『
三
代
』）。
仁

和
二
年
正
月
七
日
に
「
散
位
藤
原
朝
臣
継
蔭
並
び
に
従
五
位
上
」（
同
前
）
と
あ

る
の
で
、
こ
れ
以
前
に
大
丞
を
離
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
文
室
長
省
は
、
元
慶

五
年
二
月
十
四
日
に
式
部
大
丞
と
し
て
見
え
る
が
（『
三
代
』）、
こ
れ
以
後
の
任

官
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
上
毛
野
氏
永
は
、
元
慶
六
年
正
月
七
日
に
式
部
大
丞（『
三

代
』）
と
し
て
見
え
る
。
元
慶
八
年
六
月
二
十
三
日
に
「
式
部
大
丞
正
六
位
上
坂

上
大
宿
祢
茂
樹
・
勘
解
由
主
典
従
七
位
下
凡
直
康
躬
等
を
石
見
国
に
遣
し
、
訴
訟

の
事
を
推
せ
し
む
。
彼
の
国
司
に
下
知
し
て
稱
く
、
介
外
従
五
位
下
忍
海
山
下
連

氏
則
等
、
去
月
六
月
六
日
解
に
稱
く
、
管
迩
摩
郡
大
領
外
従
八
位
上
伊
福
部
直
安

道
、
部
内
百
姓
を
率
ゐ
、
来
り
て
権
守
従
五
位
下
上
毛
野
朝
臣
氏
永
を
囲
む
。
政

法
に
乖
る
が
為
な
り
。
仍
り
て
印
匙
を
奪
取
す
」（
同
前
）
と
い
う
記
事
が
あ
り
、

政
が
法
に
悖
る
と
い
う
理
由
で
、
伊
福
部
安
道
等
に
印
匙
を
奪
わ
れ
て
い
る
。
こ

れ
以
前
に
石
見
権
守
で
、
式
部
大
丞
か
ら
離
れ
た
ら
し
い
。
藤
原
当
興
は
、
元
慶

七
年
正
月
七
日
に
式
部
大
丞
と
し
て
見
え
る
（『
三
代
』）。
元
慶
八
年
三
月
九
日

に
「
兵
部
少
輔
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
当
興
を
甲
斐
守
と
為
す
」（
同
前
）
と
既
に

兵
部
少
輔
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
以
前
に
大
丞
か
ら
は
離
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

八
多
常
永
は
元
慶
八
年
二
月
二
十
三
日
に
式
部
大
丞
と
し
て
見
え
る
（『
三
代
』）。

元
慶
八
年
三
月
九
日
に
「
従
五
位
下
行
式
部
大
丞
八
多
朝
臣
常
永
を
美
作
守
と
為

す
」（
同
前
）
と
見
え
る
の
で
、
こ
こ
で
式
部
大
丞
を
離
れ
た
。
坂
上
茂
樹
は
元

慶
八
年
六
月
二
十
三
日
に
式
部
大
丞
と
し
て
見
え
る
（『
三
代
』）。
高
階
茂
範
は
、

元
慶
八
年
十
一
月
二
十
五
日
に
式
部
大
丞
と
し
て
見
え
る
（
同
前
）。
仁
和
元
年

正
月
十
六
日
に
「
従
五
位
下
行
式
部
大
丞
高
階
真
人
茂
範
を
下
野
守
と
為
す
」（
同

前
）
と
下
野
守
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
大
丞
を
離
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

藤
原
興
範
は
仁
和
元
年
正
月
十
六
日
任
式
部
大
丞
（『
公
卿
』
延
喜
十
一
年
）。
仁

和
三
年
二
月
二
日
に
「
従
五
位
下
行
式
部
大
丞
藤
原
朝
臣
興
範
を
掃
部
頭
と
為
す
」

（『
三
代
』）
と
掃
部
頭
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
式
部
大
丞
を
離
れ
た
。
大

江
玉
淵
は
、
仁
和
二
年
正
月
七
日
に
式
部
大
丞
と
し
て
見
え
る
（『
三
代
』）。
仁

和
二
年
正
月
十
六
日
に
「
従
五
位
下
行
式
部
大
丞
大
江
朝
臣
玉
淵
を
日
向
守
と
為

す
」（
同
前
）
と
日
向
守
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
式
部
大
丞
を
離
れ

た
。

式
部
少
丞　

高
階
茂
範
は
、
元
慶
七
年
正
月
一
日
、
同
三
月
八
日
に
式
部
少
丞
と

し
て
見
え
る
（『
三
代
』）。
先
述
し
た
よ
う
に
、
元
慶
八
年
十
一
月
二
十
五
日
に

は
式
部
大
丞
な
の
で
、
こ
れ
以
前
に
少
丞
か
ら
大
丞
に
転
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
藤

原
興
範
は
、
元
慶
七
年
正
月
十
一
日
任
式
部
少
丞
、
仁
和
元
年
正
月
十
六
日
転
式

部
大
丞
（『
公
卿
』
延
喜
十
一
年
）。
藤
原
連
永
は
、
仁
和
元
年
閏
三
月
十
九
日
に

式
部
少
丞
と
し
て
見
え
る
（『
三
代
』）。
翌
二
十
日
に
「
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
連

永
を
大
宰
少
弐
と
為
す
」（
同
前
）
と
あ
っ
て
、
こ
れ
以
前
に
少
丞
は
離
れ
て
い

た
か
。

式
部
大
録　

大
和
酒
人
宗
雄
は
、
元
慶
元
年
十
二
月
二
十
五
日
、
同
三
年
正
月
七

日
に
式
部
大
録
と
し
て
見
え
る
（『
三
代
』）。
大
和
宮
雄
は
、
元
慶
二
年
二
月
十

九
日
に
式
部
大
録
と
し
て
見
え
る
（『
類
従
符
宣
抄
』
巻
九
）。
山
口
岑
世
は
、
元

慶
七
年
正
月
七
日
に
式
部
大
録
と
し
て
見
え
る
（『
三
代
』）。
仁
和
三
年
二
月
二

日
に
は
「
散
位
外
従
五
位
下
山
口
朝
臣
岑
世
を
伊
豆
守
と
為
す
」（
同
前
）
と
あ

る
の
で
、
こ
れ
以
前
に
大
録
か
ら
離
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
香
山
弘
行
は
、
仁
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和
二
年
八
月
十
四
日
に
式
部
大
録
と
し
て
見
え
る
が
（『
三
代
』）、
道
真
は
同
年

正
月
に
式
部
少
輔
か
ら
離
れ
て
い
る
の
で
、
同
僚
で
あ
っ
た
か
は
未
詳
。

式
部
少
録　

時
原
利
行
は
仁
和
元
年
十
二
月
十
日
に
式
部
少
録
と
し
て
見
え
る

（『
類
聚
符
宣
抄
』
巻
十
）。
仁
和
三
年
二
月
十
日
に
も
少
録
で
あ
る
（
同
前
巻
九
）。

善
淵
邦
彦
は
、
仁
和
元
年
十
二
月
十
日
に
式
部
少
録
と
し
て
見
え
る
（『
類
聚
符

宣
抄
』
巻
十
）。
仁
和
二
年
五
月
二
十
七
日
に
も
少
録
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で

き
る
（
同
前
巻
九
）。

○
大
嘗
会
御
前
次
第
司
次
官
（
元
慶
１
・
９
・　

任
）

２６

　
　

大
嘗
祭
が
十
一
月
十
八
日
な
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
任
と
思
わ
れ
る
。

〔
同
僚
〕

御
前
次
第
司
長
官　

大
江
音
人
（
元
慶
１
・
９
・　

任
）

26

〔
考
証
〕

元
慶
元
年
九
月
二
十
六
日
に
「
大
嘗
会
御
禊
装
束
及
び
前
後
次
第
司
を
任
ず
。
参

議
大
宰
権
帥
従
三
位
在
原
朝
臣
行
平
を
以
て
装
束
司
長
官
と
為
し
、
従
五
位
上
守

右
少
弁
兼
行
中
宮
亮
藤
原
朝
臣
遠
経
を
次
官
と
為
す
。
判
官
二
人
、
主
典
二
人
。

参
議
従
三
位
行
左
衛
門
督
大
江
朝
臣
音
人
を
御
前
次
第
司
長
官
と
為
し
、
式
部
少

輔
従
五
位
下
菅
原
朝
臣
道
真
を
次
官
と
為
す
。
判
官
二
人
。
主
典
二
人
。
参
議
従

三
位
行
右
衛
門
督
源
朝
臣
勤
を
御
後
次
第
司
長
官
と
為
し
、
中
務
少
輔
従
五
位
下

大
江
朝
臣
公
幹
を
次
官
と
為
す
。
判
官
二
人
。
主
典
二
人
」（『
三
代
』）
と
任
官

記
事
が
あ
る
。

○
文
章
博
士
（
元
慶
１
・　

・　

任
〜
仁
和
２
・
１
・　

）

１０

１８

１６

〔
同
僚
〕

都
良
香
（
貞
観　

・
２
・　

任
〜
元
慶
３
・
２
・　

卒
）

17

27

25

橘
広
相
（
元
慶
８
・
５
・　

任
〜
寛
平
１
以
前
？
）

26

〔
考
証
〕

都
良
香
は
、
貞
観
十
七
年
二
月
二
十
七
日
に
文
章
博
士
に
任
じ
ら
れ
て
以
後
、
元

慶
三
年
二
月
二
十
五
日
に
卒
す
る
ま
で
博
士
で
あ
っ
た
（『
三
代
』）。
広
相
は
、

元
慶
八
年
五
月
二
十
六
日
に
「
右
大
弁
従
四
位
上
兼
行
勘
解
由
長
官
橘
広
相
を
文

章
博
士
と
為
す
」（『
三
代
』）
と
文
章
博
士
に
任
じ
ら
れ
る
。
広
相
が
博
士
で
あ

る
の
は
、
仁
和
三
年
八
月
二
十
二
日
に
「
参
議
左
大
弁
従
四
位
上
兼
行
勘
解
由
長

官
文
章
博
士
臣
橘
朝
臣
広
相
等
、
上
表
し
て
皇
太
子
を
立
て
ん
こ
と
を
請
ひ
て
曰

く
…
」（
同
前
）
と
見
え
る
の
が
正
史
で
の
最
後
で
あ
る
。『
公
卿
』
仁
和
四
年
に

よ
れ
ば
、「（
参
議
）
橘
広
相
〈
五
十
二
〉　
〈
左
大
弁
。
文
章
博
士
。
二
月
十
日
兼

近
江
守
侍
従
。
十
一
月
廿
五
日
正
四
上
〉」
と
見
え
、
阿
衡
紛
議
が
終
局
を
迎
え

つ
つ
あ
っ
た
仁
和
四
年
十
月
二
十
七
日
に
「
勅
し
て
博
士
広
相
朝
臣
を
召
さ
し
む
」

（『
政
事
要
略
』
所
引
『
寛
平
御
記
』）
と
見
え
る
の
が
、
文
章
博
士
と
し
て
は
最

後
の
よ
う
で
、『
公
卿
』
に
よ
れ
ば
、
仁
和
五
年
（
寛
平
元
年
）
に
は
文
章
博
士

を
離
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

な
お
、
道
真
は
、
良
香
の
卒
後
、
元
慶
八
年
五
月
二
十
六
日
に
広
相
が
博
士
に

な
る
ま
で
、
一
人
の
文
章
博
士
で
あ
っ
た
。「
請
被
補
文
章
博
士
一
員
闕
共
済
雑

務
状
」（『
菅
家
文
草
』
巻
九
・　

）
に
よ
っ
て
、
道
真
は
、
文
章
博
士
の
欠
員
を

597

補
う
こ
と
を
請
う
て
い
る
が
、
こ
の
奏
状
の
日
付
は
「
元
慶
八
年
二
月
廿
五
日
」



41 滝川：道真の同僚

で
あ
る
。
そ
の
後
、
広
相
が
任
じ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

○
斎
宮
行
禊
前
次
第
司
長
官
（
元
慶
２
・
８
・　

任
）

２０

『
三
代
』
同
日
条
に
、「
伊
勢
斎
内
親
王
行
禊
前
後
次
第
司
を
任
ず
。
式
部

少
輔
兼
文
章
博
士
従
五
位
下
菅
原
朝
臣
道
真
を
前
次
第
司
長
官
と
為
す
。
判

官
主
典
各
一
人
。
兵
部
少
輔
従
五
位
下
兼
行
伊
勢
権
介
平
朝
臣
季
長
を
後
次

第
司
長
官
と
為
す
。
判
官
主
典
各
一
人
」
と
見
え
る
。
こ
れ
で
明
ら
か
な
よ

う
に
、
部
下
で
あ
る
判
官
・
主
典
は
不
明
。
こ
の
時
の
斎
宮
は
、
清
和
皇
女

識
子
内
親
王
。
元
慶
元
年
二
月
十
七
日
に
「
伊
勢
賀
茂
斎
内
親
王
を
卜
定
す
。

伊
勢
斎
識
子
内
親
王
、
賀
茂
斎
敦
子
内
親
王
並
び
に
卜
食
」
と
斎
宮
に
卜
定
。

元
慶
二
年
八
月
二
十
六
日
に
「
伊
勢
斎
内
親
王
、
明
日
を
以
て
野
宮
に
入
ら

ん
と
す
。
仍
り
て
建
礼
門
前
に
於
て
、
大
祓
を
修
す
」
と
野
宮
に
入
る
た
め

に
建
礼
門
前
で
大
祓
を
行
い
、
元
慶
二
年
八
月
二
十
八
日
に
「
伊
勢
斎
内
親

王
、
雅
楽
寮
仮
宮
自
り
出
で
て
、
鴨
河
に
禊
し
、
即
ち
野
宮
に
入
る
」
と
あ

る
。

○
斎
宮
行
禊
前
次
第
司
長
官
（
元
慶
３
・
８
・　

任
）

１９

『
三
代
』
同
日
条
に
「
伊
勢
斎
内
親
王
行
禊
前
後
次
第
司
を
任
ず
。
従
五
位

上
行
式
部
少
輔
兼
文
章
博
士
菅
原
朝
臣
道
真
を
以
て
前
次
第
司
長
官
と
為
す
。

判
官
一
人
。
主
典
一
人
」
と
見
え
る
。
判
官
・
主
典
各
一
人
は
不
明
。
こ
の

年
、
九
月
九
日
に
「
伊
勢
斎
内
親
王
斎
宮
に
入
る
。
是
の
日
。
早
朝
、
葛
野

河
に
臨
み
て
、
以
て
禊
事
を
修
す
。
即
便
ち
豊
楽
院
に
参
入
す
。
天
皇
豊
楽

殿
に
御
し
、
内
親
王
を
発
た
し
む
。
天
皇
中
臣
を
喚
ぶ
。
神
祇
大
副
大
中
臣

朝
臣
有
本
称
唯
し
て
、
昇
殿
し
て
跪
き
て
侍
る
。
右
大
臣
天
皇
に
代
は
り
て
、

勅
し
て
曰
く
…
。
有
本
称
唯
す
。
殿
を
降
り
て
退
出
。
是
の
時
、
天
子
幼
少

に
し
て
、
右
大
臣
摂
政
た
り
。
故
に
此
の
事
を
行
ふ
。
斎
内
親
王
輿
に
駕
し
、

朱
雀
門
掖
門
よ
り
出
で
て
、
東
に
向
ひ
路
に
就
き
、
輿
に
乗
り
て
宮
に
還
る
」

（『
三
代
』）
と
あ
る
。

○
加
賀
権
守
を
兼
ね
る
（
元
慶
７
・
１
・　

任
〜
仁
和
２
・
１
・　

）

１１

１６

〔
同
僚
〕

加
賀
介　
　

島
田
良
臣
？
（
元
慶
５
・
２
・　

任
〜
元
慶
６
見
）

15

加
賀
権
介　

源
矜
（
元
慶
８
・
５
・　

見
）

26

〔
考
証
〕

宮
崎
康
充
編
『
国
司
補
任 
』 に
よ
り
つ
つ
記
す
。

（
９
）

加
賀
介　

島
田
良
臣
が
元
慶
五
年
二
月
十
五
日
に
加
賀
介
に
任
じ
ら
れ
て
い
る

（『
外
記
』）。
道
真
就
任
時
も
介
か
。
良
臣
は
元
慶
六
年
に
も
加
賀
介
と
し
て
見
え

る
（
同
前
）。
但
し
、
八
月
二
十
五
日
の
日
本
紀
竟
宴
に
参
加
し
て
い
た
（『
三
代
』。

良
臣
は
元
慶
二
年
の
講
書
以
来
都
講
）
の
が
記
録
に
見
え
る
最
後
。
間
も
な
く
し

て
卒
し
た
と
す
れ
ば
、
同
僚
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

加
賀
権
介　

元
慶
八
年
五
月
二
十
六
日
に
源
矜
が
権
介
と
し
て
見
え
る
（『
三
代
』）。

○
治
部
大
輔
（
仮
）（
元
慶
７
・
４
・　

任
〜
同
７
・
５
・　

？
）

２１

１２

〔
同
僚
〕（
渤
海
客
接
待
要
員
）
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玄
蕃
頭
（
仮
）　

島
田
忠
臣
（
元
慶
７
・
４
・　

任
〜
同
７
・
５
・　

？
）

21

12

掌
渤
海
客
使　
　

紀
長
谷
雄
（
元
慶
７
・
４
・
２
任
〜
同
７
・
５
・　

？
）

12

　
　
　
　
　
　
　

坂
上
茂
樹
（
元
慶
７
・
４
・
２
任
〜
同
７
・
５
・　

？
）

12

〔
考
証
〕

『
三
代
』
元
慶
七
年
四
月
二
十
一
日
条
に
「
渤
海
客
を
饗
す
る
に
縁
り
て
、
諸
司

官
人
雑
色
人
等
、
客
徒
在
京
の
間
、
禁
物
を
帯
ぶ
る
を
聴
す
。
従
五
位
上
行
式
部

少
輔
兼
文
章
博
士
加
賀
権
守
菅
原
朝
臣
道
真
を
以
て
、
権
に
治
部
大
輔
の
事
を
行

は
し
む
。
従
五
位
上
行
美
濃
介
嶋
田
朝
臣
忠
臣
、
権
に
玄
蕃
頭
を
行
は
し
む
。
渤

海
大
使
裴
�
に
対
せ
ん
が
為
な
り
。
故
に
之
れ
を
為
す
」
と
あ
る
。
渤
海
使
へ
の

接
待
と
し
て
は
、
上
記
の
ご
と
く
島
田
忠
臣
が
仮
に
玄
蕃
頭
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
同
年
四
月
二
日
に
は
、
紀
長
谷
雄
と
坂
上
茂
樹
が
掌
渤
海
客
使
に
任
じ
ら
れ

て
い
る
（
同
前
）。
な
お
、
同
年
五
月
十
二
日
に
渤
海
客
は
帰
途
に
就
い
て
い
る

の
で
そ
れ
ま
で
の
官
か
。

○
大
嘗
会
前
次
第
司
次
官
（
元
慶
８
・　

・
２
任
）

１０

〔
同
僚
〕

前
次
第
司
長
官　

在
原
行
平
（
元
慶
８
・　

・
２
任
）

10

〔
考
証
〕

『
三
代
』
元
慶
八
年
十
月
二
日
条
に
「
大
嘗
会
御
禊
装
束
并
前
後
次
第
司
を
任
ず
。

…
正
三
位
行
中
納
言
兼
民
部
卿
在
原
朝
臣
行
平
を
前
次
第
司
長
官
と
為
す
。
従
五

位
上
行
式
部
少
輔
兼
文
章
博
士
加
賀
権
守
菅
原
朝
臣
道
真
を
次
官
と
為
す
。
判
官

主
典
各
二
人
。
…
」
と
あ
る
。
な
お
、
大
嘗
会
は
十
一
月
二
十
二
日
。

○
讃
岐
守
（
仁
和
２
・
１
・　

任
〜
寛
平
２
春
）

１６

仁
和
二
年
正
月
十
六
日
、
任
讃
岐
守
。
寛
平
二
年
春
に
任
期
を
終
え
て
帰
洛

す
る
ま
で
守
で
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
後
任
の
守
が
見
え
ず
、
離
任
時
期
は
定

か
で
は
な
い
。
但
し
、『
日
本
紀
略
』
寛
平
二
年
正
月
二
十
八
日
に
除
目
が

あ
る
。
後
述
す
る
在
原
友
于
は
こ
の
日
に
讃
岐
権
介
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
あ

る
い
は
道
真
後
任
の
讃
岐
守
も
同
日
に
任
じ
ら
れ
た
か
。

〔
同
僚
〕

讃
岐
権
守　
　

平
正
範
（
仁
和
２
・
１
・　

任
〜
同
３
・
６
・　

見
）

16

25

　
　
　
　
　
　

藤
原
時
平
（
仁
和
５
・
１
・　

任
〜
同
３
・
３
・　

見
）

16

19

讃
岐
介　
　
　

藤
原
高
藤
（
元
慶
８
・
３
・
９
任
〜
仁
和
３
・
６
・　

見
）

25

　
　
　
　
　
　

源
湛
（
仁
和
5
・
１
・　

任
〜
同
４
・
５
・　

以
前
）

16

23

讃
岐
権
介　
　

高
階
忠
岑
（
仁
和
２
・
２
・　

任
）

21

　
　
　
　
　
　

在
原
友
于
？
（
寛
平
２
・
１
・　

任
）

28

讃
岐
掾　
　
　

藤
司
馬

讃
岐
権
掾　
　

中
原
月
雄
（
仁
和
２
・
６
・　

任
〜
同
４
・
４
・　

見
）

19

28

讃
岐
権
大
掾　

藤
原
清
貫
（
仁
和
４
・
２
・　

任
〜
寛
平
５
・
５
・　

）

10

16

讃
岐
目　
　
　

倉
主
簿

〔
考
証
〕

前
掲
『
国
司
補
任
』
に
よ
り
つ
つ
述
べ
る
。

讃
岐
権
守　

平
正
範
が
、
道
真
と
同
日
に
任
（『
三
代
』）。
仁
和
三
年
六
月
二
十

五
日
に
も
権
守
と
し
て
見
え
る
が
（
同
前
）、
仁
和
二
年
二
月
二
十
一
日
に
「
従
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四
位
下
行
讃
岐
権
守
平
朝
臣
正
範
を
木
工
頭
と
為
す
。
本
官
故
の
如
し
」（
同
前
）

と
木
工
頭
を
兼
任
し
、
さ
ら
に
同
年
六
月
十
九
日
に
「
従
四
位
下
行
木
工
頭
兼
讃

岐
権
守
平
朝
臣
正
範
を
右
近
衛
中
将
と
為
す
。
余
官
故
の
如
し
」（
同
前
）
と
右

近
衛
中
将
を
兼
任
し
て
お
り
、
赴
任
は
し
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
仁
和
五
年

（
寛
平
元
年
）
正
月
十
六
日
に
は
、
藤
原
時
平
が
権
守
と
な
っ
て
い
る
（『
公
卿
』

寛
平
二
年
）。
但
し
時
平
は
、
権
守
就
任
以
前
に
「
同
（
＝
仁
和
三
）
年
二
月
十

七
日
右
権
中
将
に
任
ず
（
元
無
官
）。
同
三
年
八
月
廿
六
日
蔵
人
頭
に
補
す
」（
同

前
）
と
右
近
衛
権
中
将
、
蔵
人
頭
に
任
じ
ら
れ
て
お
り
、『
職
事
』
に
よ
れ
ば
寛

平
二
年
十
一
月
二
十
九
日
に
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
て
蔵
人
頭
を
去
っ
て
い
る
（『
公

卿
』
に
よ
れ
ば
、
十
一
月
二
十
六
日
に
従
三
位
）
お
り
、
ま
た
、
寛
平
三
年
三
月

十
九
日
に
は
参
議
に
任
じ
ら
れ
る
が
「
兼
国
元
の
如
し
」
で
あ
っ
た
（『
公
卿
』

寛
平
三
年
）。
当
然
、
遙
任
で
あ
る
。

讃
岐
介　

藤
原
高
藤
が
、
元
慶
八
年
三
月
九
日
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
が
（『
三
代
』）、

左
近
衛
少
将
は
元
の
如
し
と
あ
っ
て
、
遙
任
で
あ
ろ
う
。
仁
和
二
年
六
月
二
十
五

日
に
「
従
五
位
上
守
左
近
衛
少
将
兼
行
讃
岐
介
藤
原
朝
臣
高
藤
」（
同
前
）
と
し

て
見
え
る
。
仁
和
三
年
六
月
二
十
五
日
に
も
「
従
五
位
上
守
左
近
衛
少
将
兼
行
讃

岐
介
藤
原
朝
臣
高
藤
」
と
見
え
る
。
離
任
時
期
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
源
堪
が
、

寛
平
元
年
正
月
十
六
日
に
讃
岐
介
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
（『
公
卿
』
寛
平
五
年
）、

そ
れ
以
前
に
は
離
れ
て
い
た
で
あ
ろ
�
。
仁
和
五
年
（
寛
平
元
年
）
正
月
十
六
日

に
源
湛
が
介
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
が
（『
公
卿
』
寛
平
五
年
）、
左
近
少
将
兼
任
で
、

こ
れ
も
遙
任
で
あ
ろ
う
。
離
任
時
期
が
明
確
で
は
な
い
が
、
紀
長
谷
雄
が
、
寛
平

四
年
五
月
二
十
三
日
に
讃
岐
介
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
（『
公
卿
』
延
喜
二
年
）、

（　

）
10う

そ
れ
以
前
に
は
離
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
道
真
在
任
中
の
介
は
、
こ
の
高
藤
、
堪

の
二
名
な
の
だ
が
、
い
ず
れ
も
遙
任
で
、
道
真
在
任
中
介
は
在
国
し
て
い
な
か
っ

た
と
見
ら
れ
る
。

讃
岐
権
介　

高
階
忠
岑
が
仁
和
二
年
二
月
二
十
一
日
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
が
（『
三

代
』）、
こ
れ
以
後
資
料
に
見
え
な
い
。
在
原
友
于
が
寛
平
二
年
正
月
二
十
八
日
に

任
じ
ら
れ
て
い
る
が
（『
公
卿
』
昌
泰
三
年
）、
恐
ら
く
道
真
の
離
任
後
で
あ
ろ
う
。

讃
岐
掾　
『
菅
家
文
草
』
に
「
藤
十
六
司
馬
」（　

、　

）「
藤
司
馬
」（　

）「
藤

277

286

307

六
司
馬
」（　

）
と
讃
岐
掾
の
藤
原
氏
が
見
え
る
が
、
比
定
で
き
な
い
。
あ
る
い

317

は
後
述
す
る
清
貫
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
未
詳
と
し
て
お
く
。

讃
岐
権
掾　

中
原
月
雄
が
、
仁
和
二
年
六
月
十
九
日
「
従
五
位
下
行
助
教
中
原
朝

臣
月
雄
を
讃
岐
権
掾
と
為
す
。
助
教
故
の
如
し
」（『
三
代
』）
と
見
え
、
助
教
を

兼
ね
て
い
る
。『
政
事
要
略
』
巻
三
十
所
引
「
阿
衡
任
事
」
に
仁
和
四
年
四
月
二

十
八
日
の
日
付
で
「
助
教
兼
讃
岐
権
掾
中
原
朝
臣
月
雄
」
と
見
え
る
。
助
教
兼
任

な
の
で
、
遙
任
で
あ
ろ
う
。
藤
原
清
貫
が
、
仁
和
四
年
二
月
十
日
任
讃
岐
権
大
掾

（『
公
卿
』
延
喜
十
年
）。
寛
平
五
年
五
月
十
六
日
に
中
判
事
に
任
じ
ら
れ
て
い
る

の
で
（
同
前
）、
そ
こ
で
離
れ
た
か
。
権
掾
の
中
で
は
清
貫
は
赴
任
し
た
か
。
ち

な
み
に
、
讃
岐
掾
は
不
明
だ
が
、
道
真
の
就
任
と
同
日
、
紀
長
谷
雄
が
讃
岐
掾
か

ら
離
れ
少
外
記
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
（『
外
記
』
仁
和
二
年
）。

讃
岐
目　
『
菅
家
文
草
』
に
「
倉
主
簿
」
が
見
え
る
（　

、　

）
が
、
比
定
で
き

227

234

な
い
。

　

道
真
の
讃
岐
で
の
同
僚
は
、
多
く
遙
任
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
�
。

（　

）
11る
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○
蔵
人
頭
（
寛
平
３
・
２
・　

任
〜
同
５
・
２
・　

去
）

２９

１６

〔
同
僚
〕

蔵
人
頭　
　

源
湛
（
寛
平
２
・
９
・　

任
〜
同
５
・
２
・　

去
）

20

16

五
位
蔵
人　

藤
原
高
階
（
寛
平
１
・　

任
〜
同
３
・
４
以
前
去
？
）

10

　
　
　
　
　

平
季
長
（
寛
平
３
・
１
・　

任
〜
同
３
・
４
以
前
去
？
）

19

　
　
　
　
　

在
原
友
于
（
寛
平
３
・
４
任
〜
同
４
・
１
・
７
去
）

　
　
　
　
　

源
希
（
寛
平
３
・
４
任
〜
同
５
・
１
・　

去
）

21

　
　
　
　
　

源
昇
（
寛
平
４
・
１
・
９
任
〜
同
５
・
１
・　

去
）

21

　
　
　
　
　

藤
原
仲
平
（
寛
平
５
・
１
・　

任
〜
同
６
・
１
・
７
去
）

18

　
　
　
　
　

藤
原
定
国
（
寛
平
５
・
１
任
〜
同
８
・
１
去
）

六
位
蔵
人　

藤
原
玄
上
（
仁
和
４
・　

・　

任
〜
寛
平
５
・
１
・　

去
）

12

15

21

　
　
　
　
　

源
実
（
寛
平
３
任
〜
同
６
・
１
・
７
去
）

〔
同
僚
〕

市
川
久
編
『
蔵
人
補
任
�
に
よ
り
つ
つ
示
す
。

蔵
人
頭　
『
職
事
』
に
よ
れ
ば
、
源
湛
は
寛
平
二
年
九
月
二
十
日
に
蔵
人
頭
に
補

さ
れ
、
同
五
年
二
月
十
六
日
、
道
真
と
同
時
に
参
議
に
任
じ
ら
れ
て
頭
を
去
っ
て

い
る
。

五
位
蔵
人　

藤
原
高
階
が
寛
平
元
年
十
月
に
五
位
蔵
人
に
補
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

平
季
長
が
寛
平
三
年
正
月
十
九
日
に
五
位
蔵
人
に
補
さ
れ
て
い
る
（『
職
事
』）。
両

名
と
も
離
任
時
期
が
明
確
で
は
な
い
が
、
寛
平
三
年
四
月
七
日
に
は
源
希
が
既
に

蔵
人
（『
公
卿
』
寛
平
七
�
）、
在
原
友
于
が
同
年
四
月
に
補
さ
れ
て
い
る
の
で

（『
職
事
』）、
高
階
、
季
長
と
も
に
、
こ
れ
以
前
に
離
任
し
た
と
思
わ
れ
る
。
友

（　

）
12』

年
（　

）
13

于
は
、
寛
平
四
年
正
月
七
日
に
、
従
四
位
下
に
叙
さ
れ
て
五
位
蔵
人
を
去
り
（
同

前
）、
希
は
寛
平
五
年
正
月
二
十
一
日
に
従
四
位
下
に
叙
さ
れ
て
去
る
（
同
前
、

『
公
卿
』
寛
平
七
年
）。
友
于
の
後
任
と
し
て
、
源
昇
が
寛
平
四
年
正
月
九
日
に

補
さ
れ
（『
職
事
』）、
寛
平
五
年
正
月
二
十
一
日
に
従
四
位
下
に
叙
さ
れ
て
去
る

（『
公
卿
』。『
職
事
』
で
は
正
月
十
八
日
）。
す
な
わ
ち
、
希
・
昇
の
両
人
が
同
時

に
去
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
後
任
と
し
て
、
道
真
が
転
出
す
る
直
前
に
、
藤
原
仲

平
、
定
国
が
補
さ
れ
る
。『
職
事
』
に
よ
れ
ば
、
仲
平
は
正
月
十
八
日
補
で
、
定

国
は
正
月
補
と
な
�
。

六
位
蔵
人　

藤
原
玄
上
が
仁
和
四
年
十
二
月
十
五
日
に
補
さ
れ
、
寛
平
五
年
正
月

二
十
一
日
、
内
宴
で
五
位
に
叙
さ
れ
て
去
っ
て
い
る
（『
公
卿
』
延
喜
十
九
年
）。

源
実
が
寛
平
三
年
に
補
さ
れ
、
同
六
年
正
月
七
日
に
五
位
に
叙
さ
れ
去
っ
て
い
る

（『
古
今
和
歌
集
目
録
』）。

○
式
部
少
輔
（
再
任
）（
寛
平
３
・
３
・
９
任
〜
同
５
・
２
・　

）
１６

〔
同
僚
〕

式
部
卿　
　

本
康
親
王
（
元
慶
８
・
３
・
９
任
〜
延
喜
１
・　

・　

薨
）

12

14

式
部
大
輔　

平
惟
範
（
寛
平
２
・
１
・　

任
〜
同
５
・
３
・　

？
）

28

15

式
部
少
録　

阿
保
扶
（
寛
平
３
・
２
・　

見
）

21

〔
考
証
〕

式
部
卿　

本
康
親
王
が
延
喜
元
年
十
二
月
十
四
日
に
薨
ず
る
ま
で
式
部
卿
（『
紀

略
』）。
本
康
は
道
真
の
讃
岐
守
以
前
か
ら
式
部
卿
で
あ
る
。

式
部
大
輔　

平
惟
範
が
寛
平
二
年
正
月
二
十
八
日
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。『
公
卿
』

（　

）
14る
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延
喜
二
年
に
「
寛
平
二
正
廿
八
式
部
大
輔
を
兼
ぬ
。
同
五
三
十
五
肥
後
権
守
を
兼

ぬ
。
同
六
正
七
従
四
上
。
同
九
五
廿
五
大
蔵
卿
」
と
あ
る
が
、
道
真
が
寛
平
五
年

二
月
十
六
日
に
大
輔
に
転
ず
る
の
で
、
そ
れ
以
前
に
離
任
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

式
部
少
録　

阿
保
扶
が
寛
平
三
年
二
月
二
十
一
日
に
少
録
で
あ
っ
た
こ
と
が
、『
類

聚
符
宣
抄
』（
巻
九
・
方
略
宣
旨
）
に
見
え
る
。

○
左
中
弁
（
寛
平
３
・
４
・　

任
〜
同
５
・
２
・　

転
）

１１

２２

『
弁
官
�
で
は
、
二
月
二
十
一
日
転
任
と
す
る
。
後
述
す
る
理
由
に
よ
っ
て

こ
こ
で
は
、
二
十
二
日
転
任
と
し
て
お
く
。

〔
同
僚
〕

左
大
弁　

源
直
（
寛
平
２
・
閏
９
・　

任
〜
同
４
・
２
・　

去
）

21

21

　
　
　
　

藤
原
保
則
（
寛
平
４
・
４
・　

任
〜
同
５
・
２
・　

去
）

11

22

〔
考
証
〕

飯
倉
晴
武
編
『
弁
官
補
任
�
に
よ
り
つ
つ
示
す
。

左
大
弁　

源
直
が
寛
平
二
年
閏
九
月
二
十
一
日
に
就
任
（『
公
卿
』
寛
平
二
年
）。
同

四
年
二
月
二
十
一
日
に
右
衛
門
督
に
任
じ
ら
れ
た
と
き
に
、
弁
を
止
め
ら
れ
て
い

る
（
同
前
寛
平
四
年
）。『
公
卿
』
寛
平
四
年
に
よ
れ
ば
、
藤
原
保
則
が
「
寛
平
三

四
十
一
左
大
弁
」
と
、
道
真
と
同
日
に
左
大
弁
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で

は
源
直
と
重
な
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
恐
ら
く
、
寛
平
三
年
は
四
年
の
誤
り

で
、
保
則
は
直
の
後
任
と
し
て
左
大
弁
に
任
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
�
。
保
則
は
、

寛
平
五
年
二
月
二
十
一
日
に
民
部
卿
に
任
じ
ら
れ
、
弁
を
止
め
ら
れ
た
（『
弁
官
』）。

但
し
、『
公
卿
』
は
二
月
二
十
二
日
と
す
る
。
両
者
で
日
付
が
異
な
る
が
、
こ
れ

（　

）
15』

（　

）
16』

（　

）
17う

は
道
真
も
同
じ
で
あ
る
。
な
お
、『
紀
略
』
に
よ
れ
ば
、
同
年
二
月
二
十
二
日
に

除
目
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
ひ
と
ま
ず
は
『
公
卿
』
に
従
っ
て
、
道
真
と
保
則

は
同
日
に
転
じ
た
と
理
解
し
て
お
く
。

○
諸
社
奉
幣
。
松
尾
社
へ
の
使
と
な
る
（
寛
平
４
・
８
・　

）
１４

『
寛
平
御
記
』
同
日
条
に
よ
れ
ば
、「
松
尾
〈
使
左
中
弁
菅
原
朝
臣
〉、
鴨
上

下
〈
式
部
大
輔
平
惟
範
〉、
平
野
〈
源
希
〉、
稲
荷
〈
右
中
弁
昇
〉、
午
刻
太

神
宮
に
進
発
す
〈
行
方
王
〉」
と
あ
る
。

○
左
京
大
夫
（
寛
平
４
・　

・
５
任
〜
同
５
・
２
・　

）

１２

１６

　
　

同
僚
に
つ
い
て
は
未
詳
。

○
参
議
（
寛
平
５
・
２
・　

任
〜
同
７
・　

・　

）

１６

１０

２６

〔
同
僚
〕

左
大
臣　
　

源
融
（
貞
観　

・
８
・　

任
〜
寛
平
７
・
８
・　

薨
）

14

25

25

右
大
臣　
　

藤
原
良
世
（
寛
平
３
・
３
・　

任
〜
同
８
・
７
・　

）

19

16

大
納
言　
　

源
能
有
（
寛
平
３
・
３
・　

任
〜
同
８
・
７
・　

）

19

16

中
納
言　
　

源
光
（
寛
平
３
・
３
・　

任
〜
同
９
・
６
・　

）

19

19

　
　
　
　
　

藤
原
諸
葛
（
寛
平
３
・
３
・　

任
〜
同
７
・
１
致
仕
）

19

　
　
　
　
　

藤
原
時
平
（
寛
平
５
・
２
・　

任
〜
同
９
・
６
・　

）

16

19

権
中
納
言　

藤
原
国
経
（
寛
平
５
・
５
・
５
任
〜
同
９
・
６
・　

）
19

参
議　
　
　

源
直
（
仁
和
２
・
６
・　

任
〜
昌
泰
２
・　

・　

薨
）

13

12

26
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藤
原
有
実
（
元
慶
６
・
２
・
３
任
〜
延
喜　

・
５
・　

薨
）

14

12

　
　
　
　
　

藤
原
国
経
（
元
慶
６
・
２
・
３
任
〜
寛
平
６
・
５
・
５
）

　
　
　
　
　

藤
原
保
則
（
寛
平
４
・
４
・　

任
〜
同
７
・
４
・　

卒
）

26

21

　
　
　
　
　

源
貞
恒
（
寛
平
５
・
２
・　

任
〜
延
喜
２
・
１
・　

）

16

26

　
　
　
　
　

藤
原
有
穂
（
寛
平
５
・
２
・　

任
〜
延
喜
２
・
１
・　

）

16

26

　
　
　
　
　

源
湛
（
寛
平
５
・
２
・　

任
〜
延
喜
８
・
１
・　

）

16

12

〔
考
証
〕

『
公
卿
』
に
よ
る
。

○
式
部
大
輔
（
寛
平
５
・
２
・　

任
〜
同
８
・
８
・　

）

１６

２８

〔
同
僚
〕

式
部
卿　
　

本
康
親
王
（
寛
平
３
・
９
・
９
任
〜
延
喜
１
・　

・　

薨
）

12

14

式
部
少
輔　

紀
長
谷
雄
（
寛
平
５
・
２
・　

任
〜
同
６
・
８
・　

）

21

16

〔
考
証
〕

式
部
卿　

本
康
親
王
は
変
わ
ら
ず
（
任
式
部
少
輔
条
参
照
）。

式
部
少
輔　

紀
長
谷
雄
が
「
同
（
寛
平
）
五
年
二
廿
一
式
部
少
輔
に
任
ず
（
兼
官

元
の
如
し
）」（『
公
卿
』
延
喜
二
年
）
と
式
部
少
輔
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
寛
平

六
年
八
月
十
六
日
に
右
少
弁
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
（
同
前
）、
そ
こ
で
離
れ

た
か
。

○
左
大
弁
（
寛
平
５
・
２
・　

任
〜
同
９
・
５
去
）

２２

『
公
卿
』
寛
平
五
年
で
は
十
二
日
転
左
大
弁
と
す
る
が
、
九
条
家
本
で
は

「
廿
二
日
」
と
あ
り
、
ま
た
、
同
じ
く
『
公
卿
』
の
任
参
議
記
事
に
は
、「
二

月
十
六
日
任
。
元
蔵
人
頭
左
中
弁
兼
左
京
大
夫
式
部
少
輔
。
左
中
弁
元
の
如

し
」
と
あ
る
の
で
、
そ
れ
以
前
の
十
二
日
に
左
大
弁
に
任
じ
ら
れ
た
と
は
考

え
ら
れ
ず
、『
政
事
要
略
』
所
引
道
真
伝
が
「
廿
二
日
左
大
弁
を
兼
ぬ
」
と

す
る
の
を
勘
案
し
て
、
寛
平
五
年
二
月
二
十
二
日
任
左
大
弁
と
考
え
る
。
離

任
時
期
だ
が
、『
公
卿
』
寛
平
九
年
に
「
五
月
弁
を
去
る
歟
」
と
注
す
。『
弁

官
』
に
は
「
五
月
弁
を
去
る
」
と
あ
る
。
ち
な
み
に
、
道
真
の
任
左
大
弁
は
、

保
則
の
後
任
で
あ
る
。
保
則
は
寛
平
五
年
二
月
二
十
二
日
に
民
部
卿
に
任
じ

ら
れ
て
弁
を
去
っ
て
い
る
（『
公
卿
』）。

〔
同
僚
〕

左
中
弁　

源
昇
（
寛
平
５
・
２
・　

任
〜
同
８
・
２
・　

去
）

22

16

　
　
　
　

平
季
長
（
寛
平
８
・
２
・　

以
後
〜
同
９
・
５
・　

）

16

25

　
　
　
　

源
当
時
？
（
寛
平
９
・
５
・　

任
〜
延
喜
５
・
３
・　

去
）

25

25

左
少
弁　

源
当
時
（
寛
平
７
・
８
・　

任
〜
同
８
・
１
・　

）

16

26

〔
考
証
〕

左
中
弁　

こ
れ
以
前
は
、
道
真
が
左
中
弁
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
道
真
の
後
任
の
左

中
弁
に
は
、
右
中
弁
で
あ
っ
た
源
昇
が
二
月
二
十
二
日
に
左
中
弁
に
任
じ
ら
れ
る

（『
公
卿
』
寛
平
七
年
）。
但
し
、『
弁
官
』
で
は
、
三
月
転
に
な
っ
て
い
る
。
い

ず
れ
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
道
真
の
転
任
と
同
日
と
理
解
し
、『
公
卿
』
に
従
う
。

離
任
時
期
は
、『
弁
官
』
寛
平
八
年
に
「
二
月
弁
を
止
む
」、『
公
卿
』
寛
平
八
年

に
「
二
月
十
六
日
左
中
弁
を
止
む
」
と
あ
っ
て
、
寛
平
八
年
二
月
十
六
日
と
考
え

て
良
か
ろ
う
。
平
季
長
が
、『
弁
官
』
で
は
寛
平
八
年
左
中
弁
。『
職
事
』
に
よ
れ
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ば
、
左
中
弁
の
ま
ま
寛
平
八
年
四
月
七
日
に
蔵
人
頭
に
補
さ
れ
て
い
る
の
で
、
四

月
七
日
以
前
、
昇
が
去
っ
た
二
月
十
六
日
以
後
に
左
中
弁
に
任
じ
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。『
蔵
人
』
に
よ
れ
ば
、
寛
平
九
年
五
月
二
十
五
日
に
右
大
弁
に
転
じ
て
い

る
。
季
長
は
寛
平
九
年
七
月
二
十
二
日
卒
す
る
が
、「
蔵
人
頭
従
四
位
下
守
右
大
弁

兼
侍
従
山
城
守
」
で
あ
っ
た
（『
紀
略
』。『
弁
官
』
は
七
月
二
十
三
日
卒
と
す
る
）。

季
長
の
後
任
と
し
て
源
当
時
が
任
じ
ら
れ
る
が
（『
弁
官
』）、
恐
ら
く
道
真
が
転

じ
た
後
で
あ
ろ
う
。

左
少
弁　

源
当
時
が
、『
公
卿
』
延
喜
十
一
年
に
よ
れ
ば
、
寛
平
七
年
八
月
十
六

日
に
任
。
寛
平
八
年
正
月
二
十
六
日
に
権
右
中
弁
に
転
じ
て
い
る
（
同
前
）。

○
勘
解
由
長
官
（
寛
平
５
・
３
・　

任
〜
同
７
・
１
・　

）

１５

１１

　
　

同
僚
は
未
詳
。

○
春
宮
亮
（
寛
平
５
・
４
・
２
任
〜
同
７
・　

・　

）

１１

１３

『
公
卿
』
寛
平
五
年
で
は
四
月
一
日
任
、『
政
事
要
略
』
所
引
道
真
伝
で
は

四
月
二
日
任
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、『
御
産
部
類
記
』（
図
書
寮
叢
刊
）
所

引
『
本
朝
世
紀
』
で
は
、「
同
五
年
四
月
□
日
」
と
、
日
付
が
欠
け
て
い
る
。

皇
太
子
は
後
の
醍
醐
天
皇
だ
が
、
醍
醐
の
立
太
子
は
「（
寛
平
五
年
）
四
月

二
日
庚
午
。
詔
し
て
敦
仁
親
王
を
皇
太
子
と
為
す
。
即
ち
坊
官
等
を
任
ず
。

太
子
年
始
め
て
九
歳
。
或
ひ
と
云
く
、
十
四
日
壬
午
、
冊
立
」（『
紀
略
』）

と
四
月
二
日
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
時
平
・
定
国
も
四
月
二
日
に
任

じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
道
真
も
四
月
二
日
任
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
前
掲
『
本

朝
世
紀
』
に
は
、
宇
多
の
宣
命
と
と
も
に
坊
官
の
任
命
が
記
さ
れ
て
い
る
。

上
述
の
よ
う
に
日
付
は
欠
い
て
い
る
が
、
醍
醐
の
立
坊
時
期
や
『
紀
略
』
の

記
事
か
ら
、
四
月
二
日
と
考
え
て
良
か
ろ
う
。
以
下
、『
本
朝
世
紀
』
の
日

付
は
、
四
月
二
日
で
あ
っ
た
と
し
て
考
察
を
進
め
る
。
ま
た
、『
菅
家
文
草
』

巻
九
・　

「
請
特
授
従
五
位
上
大
内
記
正
六
位
上
藤
原
朝
臣
菅
根
状
」
に
は

605

「
去
寛
平
五
年
四
月
二
日
、
東
宮
の
始
、
太
上
天
皇
（
宇
多
）
臣
に
勅
し
て

曰
く
、
…
」
と
も
見
え
る
。
後
、
寛
平
七
年
十
一
月
十
三
日
に
道
真
は
春
宮

権
大
夫
と
な
る
ま
で
こ
の
任
に
あ
る
。

〔
同
僚
〕

皇
太
子
傅　
　

源
能
有
（
寛
平
５
・
４
・
２
任
〜
同
９
・
６
・
８
薨
）

春
宮
大
夫　
　

藤
原
時
平
（
寛
平
５
・
４
・
２
任
〜
同
９
・
７
・
３
）

春
宮
権
亮　
　

藤
原
敏
行
（
寛
平
７
・
３
任
〜
同
７
・　

）
１１

春
宮
大
進　
　

藤
原
敏
行
（
寛
平
５
・
４
・
２
任
〜
同
７
・
３
）

春
宮
権
大
進　

藤
原
定
国
（
寛
平
７
・
３
・　

任
〜
同
９
・
７
・
３
）

20

春
宮
少
進　
　

藤
原
定
国
（
寛
平
５
・
４
・
２
任
〜
同
７
・
３
・　

）
20

春
宮
大
属　
　

壬
生
望
材
（
寛
平
５
・
４
・
２
任
〜
同
９
・
４
・
８
見
）

春
宮
主
馬
首　

良
岑
衆
樹
（
寛
平
７
・
３
・　

任
）

28

〔
考
証
〕

皇
太
子
傅　

源
能
有
が
皇
太
子
傅
で
あ
る
が
、『
公
卿
』
寛
平
元
年
に
「
四
月
―

皇
太
子
傅
を
兼
ぬ
」
と
記
す
。
し
か
し
、
こ
の
時
は
、
ま
だ
皇
太
子
は
い
な
い
の

で
不
審
。『
御
産
部
類
記
』
所
引
『
本
朝
世
紀
』
等
を
勘
案
し
て
、
寛
平
五
年
四

月
二
日
任
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
能
有
は
、
寛
平
九
年
六
月
八
日
に
薨
ず
る
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ま
で
皇
太
子
傅
で
あ
る
（『
公
卿
』
寛
平
九
年
）。

春
宮
権
亮　

藤
原
敏
行
が
、
寛
平
七
年
三
月
、
春
宮
大
進
か
ら
転
じ
、
同
年
十
一

月
に
春
宮
亮
に
さ
ら
に
転
じ
て
い
る
（『
古
今
和
歌
集
目
録
』、『
三
十
六
人
歌
仙

伝
』）。

春
宮
大
夫　

藤
原
時
平
が
寛
平
五
年
四
月
二
日
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
（『
公
卿
』

寛
平
五
年
、
前
掲
『
本
朝
世
紀
』）。
寛
平
九
年
七
月
三
日
に
「
春
宮
大
夫
（
七
月

三
日
之
れ
を
止
む
。
受
禅
に
依
り
て
也
）」（
同
前
寛
平
九
年
）
と
あ
っ
て
、
醍
醐

の
受
禅
に
よ
っ
て
、
離
れ
て
い
る
。

春
宮
大
進　

藤
原
敏
行
が
、
寛
平
五
年
四
月
二
日
に
任
（
前
掲
『
本
朝
世
紀
』）。

既
述
の
ご
と
く
、
寛
平
七
年
三
月
に
春
宮
権
亮
に
転
じ
て
い
る
。

春
宮
権
大
進　

藤
原
定
国
が
、
寛
平
七
年
三
月
二
十
日
に
春
宮
少
進
か
ら
転
じ
て

い
る
（『
公
卿
』
昌
泰
二
年
）。
醍
醐
受
禅
ま
で
こ
の
任
に
あ
っ
た
と
思
し
い
（『
春

宮
坊
官
補
任
』）。

春
宮
少
進　

藤
原
定
国
が
、
寛
平
五
年
四
月
二
日
に
任
春
宮
少
進
（
前
掲
『
本
朝

世
紀
』）。
寛
平
七
年
三
月
二
十
日
に
春
宮
権
大
進
に
転
じ
て
い
る
（『
公
卿
』
昌

泰
二
年
）。

春
宮
大
属　

壬
生
望
材
が
寛
平
五
年
四
月
二
日
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
（
前
掲
『
本

朝
世
紀
』）。
東
山
御
文
庫
本
『
周
易
抄
』
紙
背
文
�
に
、
望
材
の
名
が
数
カ
所
に

渡
っ
て
見
え
る
が
、
も
っ
と
も
新
し
い
寛
平
九
年
四
月
八
日
で
も
、
春
宮
大
属
で

あ
る
。
そ
れ
以
後
は
、
未
詳
。

春
宮
主
馬
首　

良
岑
衆
樹
が
寛
平
七
年
三
月
二
十
八
日
に
任
春
宮
主
馬
首（『
公
卿
』

延
喜
十
七
年
）。
恐
ら
く
醍
醐
受
禅
ま
で
任
に
あ
っ
た
か
。

（　

）
18書

○
遣
唐
大
使
（
寛
平
６
・
８
・　

任
〜
同
９
・
５
・　

見
）

２１

１３

寛
平
六
年
八
月
二
十
一
日
任
。
寛
平
九
年
五
月
十
三
日
ま
で
は
、
大
使
と
し

て
見
え
る
（『
類
聚
三
代
格
』
巻
八
）。

〔
同
僚
〕

遣
唐
副
使　
　

紀
長
谷
雄
（
寛
平
６
・
８
・　

任
〜
延
喜
２
・　

・　

見
）

21

10

28

遣
唐
判
官　
　

藤
原
忠
房
（
寛
平
御
時
）

遣
唐
録
事　
　

阿
刀
春
正
（
昌
泰
１
・　

・
５
見
）

10

遣
唐
装
束
使　

源
昇
（
寛
平
６
・
８
任
〜
同
７
以
前
？
）

〔
考
証
〕

遣
唐
副
使　

紀
長
谷
雄
は
道
真
と
同
日
に
任
副
使
（『
紀
略
』）。
延
喜
二
年
十
月
二

十
八
日
ま
で
は
副
使
と
し
て
見
え
る
（『
東
南
院
文
書
』
１
―　

）。

132

遣
唐
判
官　
『
古
今
和
歌
集
』（
雑
下
・　

）
に
「
寛
平
御
時
、
も
ろ
こ
し
の
は
う

993

官
に
め
さ
れ
て
侍
り
け
る
時
に
、
東
宮
の
さ
ぶ
ら
ひ
に
て
、
を
の
こ
ど
も
酒
た
う

べ
け
る
つ
い
で
に
よ
み
侍
り
け
る
」
と
い
う
詞
書
で
、
藤
原
忠
房
の
歌
が
乗
る
。

な
お
、『
古
今
和
歌
集
目
録
』
で
は
、
延
喜
十
八
年
と
す
る
が
、
詞
書
か
ら
も
こ

の
時
と
す
べ
き
か
。

遣
唐
録
事　

阿
刀
春
正
が
昌
泰
元
年
十
月
五
日
に
見
え
る
（『
東
南
院
文
書
』
１

―　

）
72

遣
唐
装
束
使　

源
昇
が
寛
平
六
年
八
月
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
（『
公
卿
』
寛
平
七
年
）。

寛
平
七
年
に
は
離
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
同
前
）。
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○
侍
従
（
寛
平
６
・　

・　

任
〜
同
９
・
５
・　

見
）

１２

１５

１３

寛
平
六
年
十
二
月
十
五
日
任
。
寛
平
九
年
五
月
十
三
日
ま
で
は
侍
従
と
し
て

見
え
る
（『
類
聚
三
代
格
』
巻
八
）。
恐
ら
く
、
寛
平
九
年
六
月
十
九
日
の
任

権
大
納
言
の
時
に
離
れ
た
か
。

〔
同
僚
〕

源
昇
（
寛
平
６
・　

・　

任
〜
延
喜
８
・
１
・　

）

12

15

12

源
希
（
寛
平
６
・　

・　

任
〜
昌
泰
４
見
）

12

15

源
貞
恒
（
寛
平
９
・
１
・　

任
〜
昌
泰
１
？
）

11

在
原
友
于
（
寛
平
８
・
１
・　

任
〜
同
９
・
１
・　

）

26

11

藤
原
忠
平
（
寛
平
８
・
１
・　

任
〜
延
喜
８
？
）

26

紀
長
谷
雄
？
（
寛
平
９
・
６
・　

任
〜
延
喜
２
）

19

〔
考
証
〕

寛
平
六
年
十
二
月
十
五
日
に
源
昇
が
任
侍
従
（『
公
卿
』
寛
平
七
年
）。
昇
は
、
延

喜
八
年
正
月
十
二
日
に
任
中
納
言
。
こ
の
時
に
侍
従
を
離
れ
た
か
（
同
前
）。
源

希
も
昇
と
同
日
任
侍
従
（『
公
卿
』
寛
平
七
年
）。
昌
泰
四
年
ま
で
は
侍
従
と
し
て

見
え
る
（『
公
卿
』）。
源
貞
恒
が
寛
平
九
年
正
月
十
一
日
に
侍
従
（
同
前
）。
但
し
、

昌
泰
元
年
に
は
離
れ
て
い
る
よ
う
だ
（
同
前
）。
在
原
友
于
が
寛
平
八
年
正
月
二

十
六
日
任
侍
従
（『
公
卿
』
昌
泰
三
年
）、
同
九
年
正
月
十
一
日
に
任
右
中
将
で

「
大
夫
元
の
如
し
」（
同
前
）
と
あ
っ
て
、
こ
こ
で
離
れ
た
か
。
藤
原
忠
平
が
寛

平
八
年
正
月
二
十
六
日
任
（『
公
卿
』
昌
泰
三
年
）。
延
喜
七
年
ま
で
は
見
え
る

（『
公
卿
』）。
紀
長
谷
雄
が
寛
平
九
年
六
月
十
九
日
に
任
（『
公
卿
』
延
喜
二
年
）。

あ
る
い
は
、 道
真
の
後
任
か
。
延
喜
二
年
任
参
議
と
と
も
に
離
れ
た
よ
う
だ
（
同
前
）。

○
近
江
守
（
寛
平
７
・
１
・　

任
〜
同
８
・
１
・　

）

１１

２６

寛
平
七
年
正
月
十
一
日
任
。
遙
任
で
あ
る
。
翌
寛
平
八
年
正
月
二
十
六
日
に

藤
原
高
藤
が
守
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
（『
公
卿
』）。
こ
れ
以
前
に
離
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
な
お
、
介
、
掾
は
未
詳
。

○
中
納
言
（
寛
平
７
・　

・　

任
〜
同
９
・
６
・　

）

１０

２６

１９

〔
同
僚
〕

左
大
臣　
　

藤
原
良
世
（
寛
平
８
・
７
・　

任
〜
同
８
・　

・　

致
仕
）

16

12

25

右
大
臣　
　

藤
原
良
世
（
寛
平
３
・
３
・　

任
〜
同
８
・
７
・　

）

19

16

　
　
　
　
　

源
能
有
（
寛
平
８
・
７
・　

任
〜
同
８
・
６
・
８
薨
）

16

大
納
言　
　

源
能
有
（
寛
平
３
・
３
・　

任
〜
同
８
・
７
・　

）

19

16

中
納
言　
　

藤
原
時
平
（
寛
平
５
・
２
・　

任
〜
同
９
・
６
・　

）

16

19

　
　
　
　
　

源
光
（
寛
平
３
・
３
・　

任
〜
同
９
・
６
・　

）

19

19

権
中
納
言　

藤
原
国
経
（
寛
平
６
・
５
・
５
任
〜
同
９
・
６
・　

）
19

参
議　
　
　

藤
原
有
実
（
元
慶
６
・
２
・
３
任
〜
延
喜　

・
５
・　

薨
）

14

12

　
　
　
　
　

源
直
（
仁
和
２
・
６
・　

任
〜
昌
泰
２
・　

・　

薨
）

13

12

26

　
　
　
　
　

源
貞
恒
（
寛
平
５
・
２
・　

任
〜
延
喜
２
・
１
・　

）

16

26

　
　
　
　
　

藤
原
有
穂
（
寛
平
５
・
２
・　

任
〜
延
喜
２
・
１
・　

）

16

26

　
　
　
　
　

源
湛
（
寛
平
５
・
２
・　

任
〜
延
喜
８
・
１
・　

）

16

12

　
　
　
　
　

藤
原
高
藤
（
寛
平
７
・　

・　

任
〜
同
９
・
６
・　

）

10

26

19

　
　
　
　
　

源
希
（
寛
平
７
・　

・　

任
〜
昌
泰
２
・
２
・　

）

10

26

14

　
　
　
　
　

源
昇
（
寛
平
７
・　

・　

任
〜
延
喜
８
・
２
・　

）

10

26

23
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〔
考
証
〕

『
公
卿
』
に
よ
る
。

○
春
宮
権
大
夫
（
寛
平
７
・　

・　

任
〜
同
９
・
７
・
３
去
）

１１

１３

〔
同
僚
〕

皇
太
子
傅　
　

源
能
有
（
寛
平
５
・
４
・
２
任
〜
寛
平
９
・
６
・
８
薨
）

春
宮
大
夫　
　

藤
原
時
平
（
寛
平
５
・
４
・
２
任
〜
同
９
・
７
・
３
）

春
宮
亮　
　
　

藤
原
敏
行
（
寛
平
７
・　

任
〜
同
９
・
７
・
３
？
）

１１

春
宮
権
大
進　

藤
原
定
国
（
寛
平
７
・
３
・　

任
〜
同
９
・
７
・
３
）

20

春
宮
大
属　
　

壬
生
望
材
（
寛
平
５
・
４
・
２
任
〜
同
９
・
４
見
）

春
宮
主
馬
首　

良
岑
衆
樹
（
寛
平
７
・
３
・　

見
）

28

〔
考
証
〕

春
宮
亮　

藤
原
敏
行
が
寛
平
七
年
十
一
月
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
（『
古
今
和
歌
集

目
録
』、『
三
十
六
人
歌
仙
伝
』）。
恐
ら
く
、
道
真
の
後
任
で
あ
ろ
う
。
受
禅
ま
で

任
に
あ
っ
た
か
。
他
の
同
僚
に
つ
い
て
は
、
任
春
宮
亮
条
参
照
。

○
民
部
卿
（
寛
平
８
・
８
・　

任
〜
昌
泰
２
・
２
・　

）

２８

１４

〔
同
僚
〕

民
部
少
輔　

藤
原
枝
良
（
寛
平
７
・
８
・　

任
〜
延
喜
４
・
２
・　

）

16

26

〔
考
証
〕

民
部
少
輔　

藤
原
枝
良
が
任
じ
ら
れ
て
い
る
（『
公
卿
』
延
喜
十
三
年
）。
平
時
望

が
延
喜
四
年
二
月
二
十
六
日
に
民
部
少
輔
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
（
同
前
延
長

八
年
）、
こ
れ
以
前
に
任
を
離
れ
た
か
。

○
権
大
納
言
（
寛
平
９
・
６
・　

任
〜
昌
泰
２
・
２
・　

）

１９

１４

〔
同
僚
〕

大
納
言　
　

藤
原
時
平
（
寛
平
９
・
６
・　

任
〜
昌
泰
２
・
２
・　

）

19

14

権
大
納
言　

源
光
（
寛
平
９
・
６
・　

任
〜
昌
泰
２
・
２
・　

）

19

14

中
納
言　
　

藤
原
高
藤
（
寛
平
９
・
６
・　

任
〜
昌
泰
２
・
２
・　

）

19

14

　
　
　
　
　

藤
原
国
経
（
寛
平
９
・
６
・　

任
〜
延
喜
２
・
１
・　

）

19

26

参
議　
　
　

藤
原
有
実
（
元
慶
６
・
２
・
３
任
〜
延
喜　

・
５
・　

薨
）

14

12

　
　
　
　
　

源
直
（
仁
和
２
・
６
・　

任
〜
昌
泰
２
・　

・　

薨
）

13

12

26

　
　
　
　
　

源
貞
恒
（
寛
平
５
・
２
・　

任
〜
延
喜
２
・
１
・　

）

16

26

　
　
　
　
　

藤
原
有
穂
（
寛
平
５
・
２
・　

任
〜
延
喜
２
・
１
・　

）

16

26

　
　
　
　
　

源
湛
（
寛
平
５
・
２
・　

任
〜
延
喜
８
・
１
・　

）

16

12

　
　
　
　
　

源
昇
（
寛
平
７
・　

・　

任
〜
延
喜
８
・
２
・　

）

10

26

23

　
　
　
　
　

源
希
（
寛
平
７
・　

・　

任
〜
昌
泰
２
・
２
・　

）

10

26

14

　
　
　
　
　

十
世
王
（
寛
平
９
・
６
・　

任
〜
延
喜　

・
７
・
２
薨
）

19

16

〔
考
証
〕

『
公
卿
』
に
よ
る
。

○
右
大
将
（
寛
平
９
・
６
・　

任
〜
昌
泰
４
・
１
・　

）

１９

２５

〔
同
僚
〕

右
権
中
将　

藤
原
敏
行
（
寛
平
５
・
４
・
２
見
〜
同
９
・
９
）
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源
善
（
昌
泰
１
・　

・　

見
〜
同
４
・
１
・　

解
）

10

20

25

右
少
将　
　

藤
原
定
方
（
寛
平
９
・
７
・
５
任
〜
昌
泰
４
・
１
・　

転
）

26

　
　
　
　
　

源
嗣
（
昌
泰
２
・
３
・
４
以
前
〜
同
２
・
４
・
２
？
）

　
　
　
　
　

良
岑
衆
樹
（
昌
泰
２
・
４
・
２
任
〜
延
喜
９
・
４
・　

転
）

23

右
権
少
将　

源
嗣
（
昌
泰
１
・　

・　

見
）

10

20

〔
考
証
〕

市
川
久
編
『
近
衛
府
補
任
�
を
参
照
し
つ
つ
述
べ
る
。

右
中
将　

藤
原
仲
平
が
寛
平
八
年
正
月
二
十
六
日
任
右
中
将
（『
公
卿
』
延
喜
八

年
）。
同
九
年
六
月
十
九
日
に
左
中
将
に
転
じ
て
い
る
（
同
前
）。
こ
れ
な
ら
ば
、

同
僚
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、『
古
今
和
歌
集
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
寛
平
八
年

正
月
二
十
六
日
に
権
左
中
将
で
、
同
九
年
六
月
十
九
日
に
右
中
将
に
任
じ
ら
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
同
年
十
一
月
服
解
、
寛
平
十
年
正
月
復
任
と
な
る
。
市
川
『
近

衛
府
補
任
』
は
こ
れ
に
従
い
、
延
喜
九
年
ま
で
右
中
将
と
す
る
。
そ
れ
な
ら
ば
道

真
の
同
僚
と
な
る
が
、『
職
事
』
に
よ
れ
ば
、
仲
平
は
、
延
喜
元
年
三
月
十
九
日

に
左
中
将
で
蔵
人
頭
に
補
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
前
に
左
中
将
で
あ
る
。『
公
卿
』

と
『
目
録
』
で
は
、
寛
平
八
年
正
月
二
十
六
日
、
同
九
年
六
月
十
九
日
と
い
う
、

任
官
の
日
付
は
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
こ
れ
ら
の
日
に
中
将
に
任
じ
ら
れ
た

の
は
確
か
な
の
で
あ
ろ
う
。
延
喜
元
年
三
月
十
九
日
に
既
に
左
中
将
で
あ
る
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、『
公
卿
』
の
方
に
蓋
然
性
が
あ
ろ
う
か
。
今
は
『
公
卿
』
に
従
い
、

仲
平
は
右
大
将
道
真
の
同
僚
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
お
く
。

右
権
中
将　
『
古
今
和
歌
集
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
藤
原
敏
行
が
寛
平
六
年
二
月
に

任
右
近
衛
権
中
将
だ
が
、『
御
産
部
類
記
』
所
引
『
本
朝
世
紀
』
に
よ
れ
ば
、
寛

（　

）
19』

平
五
年
四
月
二
（
？
）
日
に
は
既
に
右
権
中
将
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
寛
平
九
年
九

月
の
任
右
兵
衛
督
（『
古
今
和
歌
集
目
録
』）
の
時
に
、
中
将
か
ら
離
れ
た
か
。
源

善
が
昌
泰
元
年
十
月
二
十
日
に
、
右
近
衛
権
中
将
と
し
て
見
え
る
（『
扶
桑
略
記
』、

『
競
狩
記
』）。
こ
れ
以
前
に
任
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
敏
行
の
後

任
で
あ
っ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。
道
真
左
遷
に
伴
い
解
任
さ
れ
て
い
る
（『
政
事

要
略
』『
扶
桑
略
記
』
他
）。

右
少
将　

藤
原
定
方
が
寛
平
九
年
七
月
五
日
に
任
右
少
将
（『
公
卿
』
延
喜
九
年
）。

昌
泰
四
年
正
月
二
十
六
日
に
左
少
将
に
転
じ
て
い
る
（
同
前
）。
良
岑
衆
樹
が
昌

泰
二
年
四
月
二
日
任
右
少
将
（『
公
卿
』
延
喜
十
七
年
）。
延
喜
九
年
四
月
二
十
三

日
に
左
少
将
に
転
じ
て
い
る
（
同
前
）。
な
お
、
源
嗣
に
つ
い
て
は
、
次
項
に
ま

と
め
て
述
べ
る
。

右
権
少
将　

源
嗣
が
昌
泰
元
年
十
月
二
十
日
に
右
近
衛
権
少
将
と
し
て
見
え
る

（『
扶
桑
略
記
』、『
競
狩
記
』）。
昌
泰
二
年
三
月
二
十
八
日
の
、
菅
原
道
真
「
同

（
＝
辞
右
大
臣
）
第
三
表
」（『
本
朝
文
粋
』
巻
五
・　

）
に
見
え
る
「
今
月
四
日
、

120

中
使
従
五
位
上
守
右
近
衛
少
将
源
朝
臣
緒
嗣
」
は
、
源
嗣
か
（
市
川
『
近
衛
府
補

任
』）。『
菅
家
文
草
』
巻
十
・　

で
は
「
左
近
衛
少
将
」
に
作
る
。
こ
れ
が
源
嗣

631

な
ら
、
昌
泰
元
年
以
後
、
正
に
転
じ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
良
岑
衆
樹
が
昌
泰

二
年
四
月
二
日
に
右
少
将
に
任
じ
ら
れ
る
の
で
、
嗣
は
そ
の
時
に
離
れ
た
�
。

○
中
宮
大
夫
（
寛
平
９
・
７
・　

任
〜
昌
泰
２
・
２
・　

）

２６

１４

道
真
が
大
夫
に
任
じ
ら
れ
た
こ
の
日
、
藤
原
温
子
が
皇
太
夫
人
と
な
っ
た
（『
紀

略
』）。
そ
れ
に
伴
う
就
任
で
あ
ろ
う
。

（　

）
20か
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〔
同
僚
〕

中
宮
権
大
夫　

藤
原
有
穂
（
昌
泰
１
〜
同
２
）

〔
考
証
〕

中
宮
権
大
夫　

藤
原
有
穂
は
、
こ
れ
以
前
寛
平
三
年
正
月
十
一
日
に
中
宮
大
夫
に

任
じ
ら
れ
、
寛
平
九
年
ま
で
中
宮
大
夫
と
し
て
見
え
る
が
（『
公
卿
』）、
こ
れ
は

班
子
女
王
の
時
で
あ
ろ
う
。
昌
泰
元
年
に
中
宮
権
大
夫
と
し
て
見
え
る
（
同
前
）。

昌
泰
二
年
に
は
中
宮
大
夫
と
な
っ
て
い
る
（
同
前
）。
こ
れ
は
、
道
真
が
右
大
臣

と
な
り
（
同
年
二
月
十
四
日
）、
大
夫
を
離
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

○
右
大
臣
（
昌
泰
２
・
２
・　

任
〜
同
４
・
１
・　

）

１４

２５

〔
同
僚
〕

左
大
臣　
　

藤
原
時
平
（
昌
泰
２
・
２
・　

任
〜
延
喜
９
・
４
・
４
薨
）

14

内
大
臣　
　

藤
原
高
藤
（
昌
泰
３
・
１
・　

任
〜
同
３
・
３
・　

薨
）

28

12

大
納
言　
　

藤
原
高
藤
（
昌
泰
２
・
２
・　

任
〜
同
３
・
１
・　

）

14

28

　
　
　
　
　

源
光
（
昌
泰
２
・
２
・　

任
〜
同
４
・
１
・　

）

14

25

中
納
言　
　

藤
原
国
経
（
寛
平
９
・
６
・　

任
〜
延
喜
２
・
１
・　

）

19

26

　
　
　
　
　

源
希
（
昌
泰
２
・
２
・　

任
〜
延
喜
２
・
１
・　

薨
）

14

19

　
　
　
　
　

藤
原
定
国
（
昌
泰
２
・　

・
５
任
〜
延
喜
２
・
１
・　

）

12

26

参
議　
　
　

藤
原
有
実
（
元
慶
６
・
２
・
３
任
〜
延
喜
1
4
・
５
・　

薨
）

12

　
　
　
　
　

源
直
（
仁
和
２
・
６
・　

任
〜
昌
泰
２
・　

・　

薨
）

13

12

26

　
　
　
　
　

源
貞
恒
（
寛
平
５
・
２
・　

任
〜
延
喜
２
・
１
・　

）

16

26

　
　
　
　
　

十
世
王
（
寛
平
９
・
６
・　

任
〜
延
喜　

・
７
・
２
薨
）

19

16

　
　
　
　
　

藤
原
有
穂
（
寛
平
５
・
２
・　

任
〜
延
喜
２
・
１
・　

）

16

26

　
　
　
　
　

源
湛
（
寛
平
５
・
２
・　

任
〜
延
喜
８
・
１
・　

）

16

12

　
　
　
　
　

源
昇
（
寛
平
７
・　

・　

任
〜
延
喜
８
・
２
・　

）

10

26

23

　
　
　
　
　

藤
原
定
国
（
昌
泰
２
・
２
・　

任
〜
同
２
・　

・　

）

24

12

25

　
　
　
　
　

在
原
友
于
（
昌
泰
３
・
１
・　

任
〜
延
喜　

・
４
・　

卒
）

28

10

20

　
　
　
　
　

藤
原
忠
平
（
昌
泰
３
・
１
・　

任
〜
同
３
・
２
・　

辞
退
）

28

20

　
　
　
　
　

藤
原
清
経
（
昌
泰
３
・
２
・　

任
〜
延
喜　

・
５
・　

薨
）

20

15

23

〔
考
証
〕

『
公
卿
』
に
よ
る
。

○
大
宰
権
帥
（
昌
泰
４
・
１
・　

任
〜
延
喜
３
・
２
・　

薨
）

２５

２５

〔
同
僚
〕

大
宰
大
弐　

小
野
葛
絃
（
昌
泰
２
見
〜
延
喜
１
・
７
・　

見
）

10

　
　
　
　
　

藤
原
興
範
（
延
喜
２
・
１
・　

任
〜
同
７
・
２
・　

）

26

29

大
宰
少
弐　

藤
原
菅
根
（
昌
泰
４
・
１
・　

任
〜
同
４
・
２
・　

？
）

26

29

大
宰
少
監　

小
野
葛
根
？
（
昌
泰
２
任
）

〔
考
証
〕

大
宰
大
弐　

小
野
葛
絃
が
、
昌
泰
二
年
に
大
弐
と
し
て
見
え
る
（『
大
間
成
文
抄
』

巻
四
）。
そ
れ
以
後
、
道
真
が
左
遷
さ
れ
た
昌
泰
四
年
（
延
喜
元
年
）
七
月
十
日

に
も
「
大
弐
葛
絃
」
と
し
て
見
え
る
（『
扶
桑
略
記
』）。
延
喜
二
年
に
藤
原
興
範

が
大
弐
に
任
じ
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
以
前
に
任
か
ら
離
れ
た
か
。
藤
原
興
範
が
延

喜
二
年
正
月
二
十
六
日
に
任
大
宰
大
弐
（『
公
卿
』
延
喜
十
一
年
）。
延
喜
七
年
二
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月
二
十
九
日
に
右
京
大
夫
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
（
同
前
）。
こ
れ
以
前
に
大
弐
か

ら
は
離
れ
た
で
あ
ろ
う
。

大
宰
少
弐　

藤
原
菅
根
は
、『
公
卿
』
延
喜
八
年
に
よ
れ
ば
、「
同
四
正
廿
六
太
宰

大
弐
に
左
貶
。
今
日
頭
を
止
む
。
廿
七
日
故
の
如
く
昇
殿
。
二
月
十
九
日
式
部
少

輔
」
と
、
道
真
と
関
わ
る
形
で
大
弐
に
左
遷
さ
れ
る
が
、
す
ぐ
に
昇
殿
、
二
月
十

九
日
に
式
部
少
輔
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、『
公
卿
』
は
大
弐
と
す
る
が
、

前
出
の
ご
と
く
既
に
大
弐
と
し
て
は
葛
絃
が
い
る
。
こ
こ
で
は
『
古
今
和
歌
集
目

録
』
に
従
っ
て
少
弐
と
す
る
。

大
宰
少
監　

小
野
葛
根
が
任
じ
ら
れ
て
い
る
（『
大
間
成
文
抄
』
巻
四
）。
い
つ
ま

で
少
監
で
あ
っ
た
か
は
未
詳
。

　
　
　
　

お
わ
り
に

　

以
上
で
考
証
を
終
え
る
。
不
備
・
資
料
漏
れ
等
、
多
々
あ
る
こ
と
と
思
う
。
ご

叱
正
を
お
願
い
し
た
い
。
同
僚
か
ら
で
も
、
あ
る
い
は
、『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後

集
』
に
見
え
る
人
物
と
の
関
連
か
ら
で
も
、
論
ず
べ
き
課
題
は
多
い
が
、
既
に
紙

幅
の
余
裕
は
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

注
（
１
）
近
年
で
い
え
ば
、
高
兵
兵
「
菅
原
道
真
の
交
友
と
源
能
有
」（
和
漢
比
較
文
学　

・
35

平
成
十
七
年
八
月
）、
同
「
菅
原
道
真
の
「
詩
友
」
を
め
ぐ
っ
て
―
白
居
易
と
の
比

較
を
中
心
に
―
」（
語
文　

・　

・
平
成
十
八
年
二
月
）
が
あ
る
。

84

85

（
２
）
吉
川
真
司
「
律
令
官
僚
制
の
基
本
構
造
」（『
律
令
官
僚
制
の
研
究
』
塙
書
房
・
平
成

十
年
、
平
成
元
年
初
出
）。

（
３
）
吉
川
『
京
都
大
学
文
学
部
博
物
館
の
古
文
書
第
４
輯　

勧
修
寺
家
本
職
掌
部
類
』（
思

文
閣
出
版
・
平
成
元
年
）。

（
４
）
古
藤
真
平
「『
登
科
記
』　

八
・
九
世
紀
文
章
生
、
文
章
得
業
生
、
秀
才
・
進
士
試
受

験
者
一
覧
（
稿
）」（
国
書
逸
文
研
究　

・
平
成
三
年
十
月
）。

24

（
５
）
中
條
順
子
「
都
良
香
伝
考
」（『
今
井
源
衛
教
授
退
官
記
念　

文
学
論
叢
』
九
州
大
学

文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
・
昭
和
五
十
七
年
）
参
照
。

（
６
）
中
野
高
行
「
尊
経
閣
文
庫
本
『
外
記
補
任
』
の
補
訂
（
Ⅲ
）
―
八
・
九
世
紀
分
に
つ

い
て
―
」（
史
学　

―
2
・
昭
和
六
十
一
年
九
月
）。

56

（
７
）
笠
井
純
一
「
式
部
省
補
任
稿
―
仁
和
三
年
以
前
―
」（
金
沢
大
学
文
学
部
論
集　

・
20

平
成
十
二
年
三
月
）。

（
８
）
小
野
泰
央
「
式
部
省
関
連
資
料
（
一
）
〜
」（
群
馬
高
専
レ
ビ
ュ
ー　

・
平
成
十
一

18

年
〜
）。

（
９
）
宮
崎
康
充
編
『
国
司
補
任　

第
二
、
第
三
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
・
平
成
元
年
、

平
成
二
年
）。

（　

）
な
お
、
市
川
久
編
『
蔵
人
補
任
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
・
平
成
元
年
）
で
は
、
寛

10

平
五
年
ま
で
讃
岐
介
在
任
と
す
る
が
、
そ
の
事
実
を
確
認
で
き
な
い
。

（　

）
道
真
の
讃
岐
時
代
の
同
僚
に
つ
い
て
は
、
竹
中
康
彦
「
讃
岐
守
菅
原
道
真
に
関
す
る

11

一
考
察
」（
大
阪
大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室
編
『
古
代
中
世
の
社
会
と
国
家
』
清

文
堂
・
平
成
十
年
）
に
指
摘
が
あ
る
。

（　

）
市
川
久
編
『
蔵
人
補
任
』（
前
掲
）。

12
（　

）『
公
卿
補
任
』
で
は
「
四
月
七
聴
禁
色
衣
服
（
蔵
人
）」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
以

13

前
に
既
に
蔵
人
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
但
し
、
友
于
が
四
月
補
な
の
で
、
恐
ら

く
希
も
四
月
補
で
は
あ
ろ
う
。

（　

）
市
川
『
蔵
人
補
任
』（
前
掲
）
で
は
、『
公
卿
』
延
喜
八
年
に
「
同
五
正
月
十
一
兼
讃

14
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岐
権
守
（
蔵
人
）」
と
あ
る
の
を
、「
蔵
ノ
上
廿
一
日
ヲ
脱
セ
ル
カ
」
と
い
う
が
こ
こ

で
は
『
職
事
補
任
』
に
従
っ
て
お
く
。

（　

）
飯
倉
晴
武
編
『
弁
官
補
任　

第
一
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
・
昭
和
五
十
七
年
）。

15
（　

）
飯
倉
『
弁
官
補
任　

第
一
』（
前
掲
）

16
（　

）
飯
倉
『
弁
官
補
任
』（
前
掲
）
は
、
寛
平
三
年
条
で
、「
翌
年
カ
」
と
注
す
。

17
（　

）
飯
田
瑞
穂
「
宇
多
天
皇
宸
筆
『
周
易
抄
』
紙
背
文
書　

紹
介
」（『
飯
田
瑞
穂
著
作
集

18

４　

古
代
史
籍
の
研
究
下
』
吉
川
弘
文
館
・
平
成
十
三
年
、
昭
和
五
十
六
年
初
出
）。

（　

）
市
川
久
編
『
近
衛
府
補
任　

第
一
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
・
平
成
四
年
）。

19
（　

）
な
お
、
市
川
『
近
衛
府
補
任
』（
前
掲
）
は
、
藤
原
定
国
を
寛
平
八
年
正
月
二
十
六

20

日
任
右
少
将
と
す
る
が
、
今
そ
の
根
拠
を
見
出
せ
な
い
。『
公
卿
補
任
』
で
は
任
左

少
将
で
あ
る
。
誤
り
か
。
こ
こ
で
は
除
い
て
お
く
。

同
僚
一
覧

＊
同
僚
と
な
っ
た
人
物
を
一
覧
し
た
。
参
考
の
た
め
に
、『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
に
名
前
が
見
え
る
場
合
は
、
岩
波
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
作
品
番
号
を
付
し
た
。
排
列
は
、
姓
（
音
読
）

の
五
十
音
順
で
あ
る
。

同
僚
名

阿
刀
春
正

阿
保
扶

安
倍
興
行

惟
良
高
尚
？

菅
原
是
善

紀
長
谷
雄

橘
広
相

同
僚
官
職

遣
唐
録
事

式
部
少
録

文
章
得
業
生
？

大
内
記

少
内
記

文
章
博
士

掌
渤
海
客
使

式
部
少
輔

遣
唐
副
使

侍
従

文
章
生

文
章
博
士

文
章
博
士

官
職
（
道
真
）

遣
唐
大
使

式
部
少
輔（
再
）

文
章
得
業
生

少
内
記

少
内
記

文
章
生

治
部
大
輔（
仮
）

式
部
大
輔

遣
唐
大
使

侍
従

文
章
生

文
章
生

文
章
得
業
生

道
真
就
任
年

寛
平
６
・
８
・　
21

寛
平
１
・
３
・
９

貞
観
８
・
５
・
７

貞
観　

・
３
・
２

13

貞
観　

・
３
・
２

13

貞
観
４
・
５
・　
17

元
慶
７
・
４
・　
21

寛
平
５
・
２
・　
16

寛
平
６
・
８
・　
21

寛
平
６
・　

・　
12

15

貞
観
４
・
５
・　
17

貞
観
４
・
５
・　
17

貞
観
８
・
５
・
７

作
品
番
号

　

、　

、　

、　

、　

、

15

47

143

150

221

　

、　

、　

、　

286

351

350

263

9
、　

、　

、　

、 　

、 

78

87

100

115

　

？
、 　

、 　

、 　

、

139

437

524

526

　

、　

、　

、　

、　

551

554

650

674

676

　

、　

、　

、　

？
、

94

104

118

151

　

、　

、　

、　

、　

、

373

378

386

419

502

　

、　

、　

、　

、　

、

555

562

563

602

634

　

、　
677

678

　

、　
65

675

巨
勢
文
雄

潔
世
王

源
希

源
矜

源
光

源
嗣

式
部
大
輔

文
章
博
士

文
章
博
士

文
章
博
士

民
部
大
輔

五
位
蔵
人

侍
従

参
議

参
議

中
納
言

加
賀
権
介

中
納
言

中
納
言

権
大
納
言

大
納
言

右
少
将

式
部
少
輔

文
章
博
士

文
章
生

文
章
得
業
生

民
部
少
輔

蔵
人
頭

侍
従

中
納
言

権
大
納
言

右
大
臣

加
賀
権
守

参
議

中
納
言

権
大
納
言

右
大
臣

右
大
将

貞
観　

・
１
・　

19

15

元
慶
１
・　

・　
10

18

貞
観
４
・
５
・　
17

貞
観
８
・
５
・
７

貞
観　

・
２
・　

16

29

寛
平
３
・
２
・　
29

寛
平
６
・　

・　
12

15

寛
平
７
・　

・　
10

26

寛
平
９
・
６
・　
19

昌
泰
２
・
２
・　
14

元
慶
７
・
１
・　
11

寛
平
５
・
２
・　
16

寛
平
７
・　

・　
10

26

寛
平
９
・
６
・　
19

昌
泰
２
・
２
・　
14

寛
平
９
・
６
・　
19

　

、　

、　

198

263

330

　
658

　

、　

、　

、　

599

600

602

678

　

？
631
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源
実

源
昇

源
善

源
湛

源
直

源
貞
恒

源
当
時

六
位
蔵
人

五
位
蔵
人

左
中
弁

遣
唐
装
束
使

侍
従

参
議

参
議

参
議

右
中
将

讃
岐
介

蔵
人
頭

参
議

参
議

参
議

参
議

左
大
弁

参
議

参
議

参
議

参
議

侍
従

参
議

参
議

参
議

参
議

左
少
弁

蔵
人
頭

蔵
人
頭

左
大
弁

遣
唐
大
使

侍
従

中
納
言

権
大
納
言

右
大
臣

右
大
将

讃
岐
守

蔵
人
頭

参
議

中
納
言

権
大
納
言

右
大
臣

左
中
弁

参
議

中
納
言

権
大
納
言

右
大
臣

侍
従

参
議

中
納
言

権
大
納
言

右
大
臣

左
大
弁

寛
平
３
・
２
・　
29

寛
平
３
・
２
・　
29

寛
平
５
・
２
・　
22

寛
平
６
・
８
・　
21

寛
平
６
・　

・　
12

15

寛
平
７
・　

・　
10

26

寛
平
９
・
６
・　
19

昌
泰
２
・
２
・　
14

寛
平
９
・
６
・　
19

仁
和
２
・
１
・　
16

寛
平
３
・
２
・　
29

寛
平
５
・
２
・　
16

寛
平
７
・　

・　
10

26

寛
平
９
・
６
・　
19

昌
泰
２
・
２
・　
14

寛
平
３
・
４
・　
11

寛
平
５
・
２
・　
16

寛
平
７
・　

・　
10

26

寛
平
９
・
６
・　
19

昌
泰
２
・
２
・　
14

寛
平
６
・　

・　
12

15

寛
平
５
・
２
・　
16

寛
平
７
・　

・　
10

26

寛
平
９
・
６
・　
19

昌
泰
２
・
２
・　
14

寛
平
５
・
２
・　
22

　

、　

、　

666

678

680

　

、　
678

680

　

、　
646

666

　
386

源
能
有

源
融

御
船
助
道
？

弘
道
王

香
山
弘
行
？

高
階
忠
岑

高
階
茂
範

高
階
令
範

在
原
行
平

在
原
友
于

山
口
岑
世

時
原
利
行

時
康
親
王

十
世
王

春
日
宅
成

小
野
葛
絃

左
中
弁
？

皇
太
子
傅

皇
太
子
傅

大
納
言

大
納
言

右
大
臣

左
大
臣

文
章
生

玄
蕃
頭

式
部
大
録

讃
岐
権
介

式
部
少
丞

式
部
大
丞

文
章
生

前
次
第
司
長
官

五
位
蔵
人

侍
従

参
議

式
部
大
録

式
部
少
録

式
部
卿

参
議

参
議

通
事

式
部
大
丞

大
宰
大
弐

左
大
弁

春
宮
亮

春
宮
権
大
夫

参
議

中
納
言

中
納
言

参
議

文
章
生

玄
蕃
助

式
部
少
輔

讃
岐
守

式
部
少
輔

式
部
少
輔

文
章
生

大
嘗
会
前
次
第
司
次
官

蔵
人
頭

侍
従

右
大
臣

式
部
少
輔

式
部
少
輔

式
部
少
輔

権
大
納
言

右
大
臣

存
問
渤
海
客

式
部
少
輔

大
宰
権
帥

寛
平
５
・
２
・　
22

寛
平
５
・
４
・
２

寛
平
７
・　

・
３

11

寛
平
５
・
２
・　
16

寛
平
７
・　

・　
10

26

寛
平
７
・　

・　
10

26

寛
平
５
・
２
・　
16

貞
観
４
・
５
・　
17

貞
観　

・
２
・　

13

29

貞
観　

・
１
・　

19

15

仁
和
２
・
１
・　
16

貞
観　

・
１
・　

19

15

貞
観　

・
１
・　

19

15

貞
観
４
・
５
・　
17

元
慶
８
・　

・
２

10

寛
平
３
・
２
・　
29

寛
平
６
・　

・　
12

15

昌
泰
２
・
２
・　
14

貞
観　

・
１
・　

19

15

貞
観　

・
１
・　

19

15

貞
観　

・
１
・　

19

15

寛
平
９
・
６
・　
19

昌
泰
２
・
２
・　
14

貞
観　

・
１
・
６

14

貞
観　

・
１
・　

19

15

昌
泰
４
・
１
・　
25

　

、　

、　

、　

、　

、

147

329

330

351

386

　

、　

、　

、　

、　

527

602

637

659

677

　

、　
571

666

　

？
90

　

、　

、　

630

678

680

　

、　

、　

527

573

676

　
602
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小
野
葛
根

上
毛
野
氏
永

壬
生
望
材

善
淵
邦
彦

倉
主
簿

大
江
音
人

大
江
玉
淵

大
江
公
幹

大
和
宮
雄

大
和
酒
人
宗
雄

中
原
月
雄

都
良
香

島
田
忠
臣

島
田
良
臣
？

藤
司
馬

藤
原
興
範

藤
原
継
蔭

大
宰
少
監

式
部
大
丞

春
宮
大
属

春
宮
大
属

式
部
少
録

讃
岐
目

御
前
次
第
司
長
官

式
部
大
丞

大
内
記

式
部
大
録

式
部
大
録

讃
岐
権
掾

文
章
生

文
章
得
業
生

少
内
記

大
内
記

文
章
博
士

玄
蕃
頭
（
仮
）

加
賀
介

讃
岐
掾

式
部
少
丞

式
部
大
丞

大
宰
大
弐

式
部
大
丞

大
宰
権
帥

式
部
少
輔

春
宮
亮

春
宮
権
大
夫

式
部
少
輔

讃
岐
守

大
嘗
会
御
前
次
第
司
次
官

式
部
少
輔

少
内
記

式
部
少
輔

式
部
少
輔

讃
岐
守

文
章
生

文
章
得
業
生

少
内
記

少
内
記

文
章
博
士

治
部
大
輔（
仮
）

加
賀
権
守

讃
岐
守

式
部
少
輔

式
部
少
輔

大
宰
権
帥

式
部
少
輔

昌
泰
４
・
１
・　
25

貞
観　

・
１
・　

19

15

寛
平
５
・
４
・
２

寛
平
７
・　

・　
11

13

貞
観　

・
１
・　

19

15

仁
和
２
・
１
・　
16

元
慶
１
・
９
・　
26

貞
観　

・
１
・　

19

15

貞
観　

・
３
・
２

13

貞
観　

・
１
・　

19

15

貞
観　

・
１
・　

19

15

仁
和
２
・
１
・　
16

貞
観
４
・
５
・　
17

貞
観
８
・
５
・
７

貞
観　

・
３
・
２

13

貞
観　

・
３
・
２

13

元
慶
１
・　

・　
10

18

元
慶
７
・
４
・　
21

元
慶
７
・
１
・　
11

仁
和
２
・
１
・　
16

貞
観　

・
１
・　

19

15

貞
観　

・
１
・　

19

15

昌
泰
４
・
１
・　
25

貞
観　

・
１
・　

19

15
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227

234

　

、　
78

554

　

、　

、　

554

566

567

1
、　

、　

、　

、　

、

58

59

80

93

　

、　

、　

、　

、

97

263

285

291

　

、　

、　

、　

302

338

347

555

　

、　

？
、　

69

93

554

　

、　

、　

、　

277

286

307

317

　
212

藤
原
玄
上

藤
原
高
階

藤
原
高
藤

藤
原
国
経

藤
原
佐
世

藤
原
枝
良

藤
原
時
平

藤
原
春
景

藤
原
諸
葛

藤
原
菅
根

六
位
蔵
人

五
位
蔵
人

讃
岐
介

参
議

中
納
言

大
納
言

内
大
臣

参
議

権
中
納
言

権
中
納
言

中
納
言

中
納
言

文
章
得
業
生

民
部
大
丞
？

民
部
少
輔

讃
岐
権
守

中
納
言

春
宮
大
夫

中
納
言

春
宮
大
夫

大
納
言

左
大
臣

式
部
大
輔

兵
部
大
輔

中
納
言

大
宰
少
弐

蔵
人
頭

蔵
人
頭

讃
岐
守

中
納
言

権
大
納
言

右
大
臣

右
大
臣

参
議

参
議

中
納
言

権
大
納
言

右
大
臣

文
章
得
業
生

民
部
少
輔

民
部
卿

讃
岐
守

参
議

春
宮
亮

中
納
言

春
宮
権
大
夫

権
大
納
言

右
大
臣

式
部
少
輔

兵
部
少
輔

参
議

大
宰
権
帥

寛
平
３
・
２
・　
29

寛
平
３
・
２
・　
29

仁
和
２
・
１
・　
16

寛
平
７
・　

・　
10

26

寛
平
９
・
６
・　
19

昌
泰
２
・
２
・　
14

昌
泰
２
・
２
・　
14

寛
平
５
・
２
・　
16

寛
平
５
・
２
・　
16

寛
平
７
・　

・　
10

26

寛
平
９
・
６
・　
19

昌
泰
２
・
２
・　
14

貞
観
８
・
５
・
７

貞
観　

・
２
・　

16

29

寛
平
８
・
８
・　
28

仁
和
２
・
１
・　
16

寛
平
５
・
２
・　
16

寛
平
５
・
４
・
２

寛
平
７
・　

・　
10

26

寛
平
７
・　

・
３

11

寛
平
９
・
６
・　
19

昌
泰
２
・
２
・　
14

貞
観　

・
１
・　

19

15

貞
観　

・
１
・　

16

15

寛
平
５
・
２
・　
16

昌
泰
４
・
１
・　
25

　
604

　
527
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、　

184

185

351

357

676
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、

352

353

357
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？
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、　
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605

675
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藤
原
清
貫

藤
原
清
経

藤
原
仲
平

藤
原
忠
平

藤
原
忠
房

藤
原
貞
幹

藤
原
貞
則

藤
原
定
国

藤
原
定
方

藤
原
冬
緒

藤
原
当
興

藤
原
敏
行

藤
原
淵
名

藤
原
保
蔭

藤
原
保
則

讃
岐
権
大
掾

参
議

五
位
蔵
人

侍
従

参
議

遣
唐
判
官

式
部
大
丞

民
部
大
丞

五
位
蔵
人

春
宮
少
進

春
宮
権
大
進

春
宮
権
大
進

参
議

中
納
言

右
少
将

民
部
卿

式
部
大
丞

春
宮
大
進

春
宮
権
亮

春
宮
亮

右
中
将

文
章
生

式
部
大
丞

民
部
大
輔

左
大
弁

参
議

讃
岐
守

右
大
臣

蔵
人
頭

侍
従

右
大
臣

遣
唐
大
使

式
部
少
輔

民
部
少
輔

蔵
人
頭

春
宮
亮

春
宮
亮

春
宮
権
大
夫

右
大
臣

右
大
臣

右
大
将

民
部
少
輔

式
部
少
輔

春
宮
亮

春
宮
亮

春
宮
権
大
夫

右
大
将

文
章
生

式
部
少
輔

民
部
少
輔

左
中
弁

参
議

仁
和
２
・
１
・　
16

昌
泰
２
・
２
・　
14

寛
平
３
・
２
・　
29

寛
平
６
・　

・　
12

15

昌
泰
２
・
２
・　
14

寛
平
６
・
８
・　
21

貞
観　

・
１
・　

19

15

貞
観　

・
２
・　

16

29

寛
平
３
・
２
・　
29

寛
平
５
・
４
・
２

寛
平
５
・
４
・
２

寛
平
７
・　

・
３

11

昌
泰
２
・
２
・　
14

昌
泰
２
・
２
・　
14

寛
平
９
・
６
・　
19

貞
観　

・
２
・　

16

29

貞
観　

・
１
・　

19

15

寛
平
５
・
４
・
２

寛
平
５
・
４
・
２

寛
平
７
・　

・
３

11

寛
平
９
・
６
・　
19

貞
観
４
・
５
・　
17

貞
観　

・
１
・　

19

15

貞
観　

・
２
・　

16

29

寛
平
３
・
４
・　
11

寛
平
５
・
２
・　
16

　

、　
678

680

　
678

　

、　
582

678

　

、　
78

98

　

、　

？

174

386

　
221

藤
原
邦
直

藤
原
有
実

藤
原
有
穂

藤
原
良
世

藤
原
連
永

南
淵
年
名

八
多
常
永

坂
上
斯
文

坂
上
茂
樹

美
奴
清
名

文
室
長
省

平
惟
範

平
季
長

平
正
範

式
部
大
丞

参
議

参
議

参
議

参
議

中
宮
大
夫

参
議

参
議

参
議

参
議

右
大
臣

右
大
臣

左
大
臣

式
部
少
丞

民
部
卿

式
部
大
丞

文
章
生

式
部
大
丞

掌
渤
海
客
使

存
問
渤
海
客

式
部
大
丞

式
部
大
輔

五
位
蔵
人

左
中
弁

讃
岐
権
守

式
部
少
輔

参
議

中
納
言

権
大
納
言

右
大
臣

中
宮
大
夫

参
議

中
納
言

権
大
納
言

右
大
臣

参
議

中
納
言

中
納
言

式
部
少
輔

民
部
少
輔

式
部
少
輔

文
章
生

式
部
少
輔

治
部
大
輔（
仮
）

存
問
渤
海
客

式
部
少
輔

式
部
少
輔（
再
）

蔵
人
頭

左
大
弁

讃
岐
守

貞
観　

・
１
・　

19

15

寛
平
５
・
２
・　
16

寛
平
７
・　

・　
10

26

寛
平
９
・
６
・　
19

昌
泰
２
・
２
・　
14

寛
平
９
・
７
・　
26

寛
平
５
・
２
・　
16

寛
平
７
・　

・　
10

26

寛
平
９
・
６
・　
19

昌
泰
２
・
２
・　
14

寛
平
５
・
２
・　
16

寛
平
７
・　

・　
10

26

寛
平
７
・　

・　
10

26

貞
観　

・
１
・　

19

15

貞
観　

・
２
・　

16

29

貞
観　

・
１
・　

19

15

貞
観
４
・
５
・　
17

貞
観　

・
１
・　

19

15

元
慶
７
・
４
・　
21

貞
観　

・
１
・
６

14

貞
観　

・
１
・　

19

15

寛
平
３
・
３
・
９

寛
平
３
・
２
・　
29

寛
平
５
・
２
・　
22

仁
和
２
・
１
・　
16
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、　

78

483
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？
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、　
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？
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141

153

　

？
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599

617
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平
定
相

本
康
親
王

味
酒
文
宗

有
名
王

良
岑
衆
樹

式
部
大
丞

兵
部
卿

式
部
卿

式
部
卿

式
部
卿

文
章
生

文
章
生

春
宮
主
馬
首

春
宮
主
馬
首

右
少
将

式
部
少
輔

兵
部
少
輔

式
部
少
輔

式
部
少
輔（
再
）

式
部
大
輔

文
章
生

文
章
生

春
宮
亮

春
宮
権
大
夫

右
大
将

貞
観　

・
１
・　

19

15

貞
観　

・
１
・　

16

15

貞
観　

・
１
・　

19

15

寛
平
３
・
３
・
９

寛
平
５
・
２
・　
16

貞
観
４
・
５
・　
17

貞
観
４
・
５
・　
17

寛
平
５
・
４
・
２

寛
平
７
・　

・
３

11

寛
平
９
・
６
・　
19

　

、　
474

496

　
678
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Michizane's colleagues

Koji Takikawa


